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特　集

　メンタル疾患になる労働者の増加は、個人の問題にと
どまらず、職場全体の生産性に悪影響をおよぼしかねな
い。そのため、職場ごとにメンタルヘルス対策を行うこ
とが求められている。2013年１月21日にＪＩＬＰＴと労働安
全衛生総合研究所が都内で開いた労働政策フォーラムで
は、労働者のメンタル疾患の罹患状況などを明らかにす
るとともに、職場のメンタルヘルス対策をどう行うか、
行政、研究者、現場それぞれの視点から議論した。

＜労働政策フォーラム＞
職場のメンタルヘルス対策を考える

　メンタルヘルスの不調を訴える労働者への対応が企業の課題になって久しい。その背景には、雇用形態の多
様化や成果主義の浸透、業務の質の変化や量の増大など企業を取り巻く環境の変化が指摘され、職場での実効
性のある取り組みが迫られている。他方、うつ病などのメンタルヘルス不調は成人病のような健康診断の数値
で単純に測れるようなものではないうえ、労働者の生活面での変化や個人の悩みもあるとみられているなど、
原因も症状も多様で捉えにくい。こうした状況をどう考え、どのように解を見出して行けばよいのか。特集で
は、労働政策フォーラムの内容に加え、職場全体に目配りしている企業事例を紹介し、今後、求められてくる
施策を探る。
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き
ょ
う
は
、
職
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
現
状
と
、
職
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
に
関
す
る
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

職
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
現
状

で
す
が
、
私
ど
も
は
労
働
安
全
衛
生
法
と
い

う
法
律
を
所
管
し
て
お
り
ま
し
て
、
同
法
は

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
年
）
に
で
き
ま
し

た
。
ち
ょ
う
ど
去
年
、
成
立
四
〇
年
を
迎
え

た
の
で
す
が
、
当
時
の
日
本
は
右
肩
上
が
り

で
元
気
は
つ
ら
つ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
と
き
の
法
律
は
ま
だ
、
安
全
と
体
の
衛
生

が
中
心
で
あ
り
、
心
の
衛
生
ま
で
考
え
る
余

裕
は
な
く
、
条
文
に
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
的

な
内
容
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
職
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
現
状

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
定
期
的
に
労
働
者
健

康
状
況
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
強
い
不
安

や
悩
み
、
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
労
働
者
と
い
う

の
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
を
労
働
者
に
尋
ね

て
い
ま
す
。
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
年
）

か
ら
六
二
年（
一
九
八
七
年
）、平
成
四
年（
一

九
九
二
年
）
と
五
年
置
き
に
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
直
近
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
六

割
の
労
働
者
が
強
い
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と

言
っ
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

　

ま
た
、
過
去
一
年
間
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
上
の
理
由
に
よ
り
連
続
一
カ
月
以
上
の
休

業
、
ま
た
は
退
職
し
た
労
働
者
が
い
る
事
業

所
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
を
別
の
調
査
で
調
べ
た

と
こ
ろ
、
全
体
で
は
九
％
と
一
割
近
く
の
事

業
所
で
一
カ
月
以
上
の
休
業
、
ま
た
は
退
職

し
た
労
働
者
が
い

る
と
い
う
こ
と
で

し
た
（
図
表
２
）。

規
模
別
に
み
る
と
、

大
規
模
事
業
所
で

は
、
ほ
ぼ
す
べ
て

で
い
る
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
ど
も
の
労
働

基
準
局
で
は
、
精

神
障
害
の
労
災
補

償
も
担
当
し
て
い

ま
す
が
、
業
務
と

の
間
に
相
当
因
果

関
係
が
認
め
ら
れ

る
疾
病
に
つ
い
て

は
、
労
災
補
償
保

険
法
に
基
づ
く
労

災
保
険
給
付
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

精
神
障
害
に
つ
い

て
の
労
災
請
求
件

数
を
み
る
と
（
図

表
３
）、
請
求
さ

れ
た
件
数
が
近
年
は
一
〇
〇
〇
件
を
超
え
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
三
〇
〇
件
ほ
ど
が
認
定

を
受
け
て
お
り
、
精
神
障
害
の
労
災
件
数
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
増
加
傾
向
は

今
後
も
増
え
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
殺
者
の
推
移
と
原
因
・
動
機

　

自
殺
者
の
推
移
、
そ
れ
か
ら
そ
の
原
因
、

動
機
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
で
デ
ー
タ
を
発

表
し
て
い
ま
す
（
図
表
４
）。
自
殺
者
数
は

基調報告

我
が
国
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
現
状
と
課
題

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
安
全
衛
生
部
労
働
衛
生
課
長　

椎
葉
　
茂
樹

出典：労働者健康状況調査（厚生労働省）

図表２　�過去１年間においてメンタルヘルス上の理由により連続１ヶ月以上休業又は
退職した労働者がいる事業所（平成23年）

図表１　職業生活でのストレス等の状況
強い不安、悩み、ストレスがある労働者の推移
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年
間
三
万
人
で
、
先
日
、
警
察
庁
か
ら
、
平

成
二
四
年
の
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
た
の
で
す

が
、
こ
れ
が
約
二
万
八
〇
〇
〇
人
と
い
う
こ

と
で
、
よ
う
や
く
三
万
人
を
下
回
る
数
字
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
我
が
国
は

ほ
か
の
国
に
比
べ
自
殺
者
が
多
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
う
ち
ほ
ぼ
三
割
が
労
働
者
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
職
場
に
お
け
る
対
策
も

進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
図
表
５
に
は

平
成
二
三
年
ま
で
の
原
因
と
動
機
の
デ
ー
タ

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
勤
務
問
題
が
約
二

七
〇
〇
人
ほ
ど
と
い
う
こ
と
で
す
。
実
は
労

働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
数
が
約
一
〇
〇
〇
人

で
す
の
で
、
そ
れ
か
ら
す
る
と
、
こ
の
数
字

は
か
な
り
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。
原
因
と
な
り
得
る
勤
務
問

題
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
よ
う
な
自
殺
に
は

果
敢
に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
増
え
る
パ
ワ
ハ
ラ
へ
の
対
策
も

　

都
道
府
県
労
働
局
に
は
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
て
、
嫌
が
ら
せ
や
い

じ
め
に
関
す
る
相
談
件
数
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
民
事
上
の
個
別
紛
争
が
増
え
て
い

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
個
別
紛
争
件
数
に
占

め
る
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
の
割
合
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
相
談
事
例
の
中
身
も
、
暴
力

や
傷
害
、
暴
言
、
罵
声
、
悪
口
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
、
無
視
、
仕
事
を
与
え
な
い
な
ど

が
あ
り
、
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
も
の
か
ら
、

精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
も
の
、
そ
し
て
、
社

会
的
苦
痛
を
与
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
パ

ワ
ハ
ラ
対
策
も
職
場
で
き
ち
ん
と
や
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

事
業
所
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
は

　

そ
の
よ
う
な
中
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
取
り
組
み
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
で
す
が
（
図
表
６
）、
平
成
一
九
年
の
労

働
者
健
康
状
況
調
査
で
、
何
ら
か
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所

が
ど
れ
く
ら
い
か
を
調
べ
た
と
き
に
は
三
割

ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
直
近
の
調
査
で
は
約
四

割
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
再
生

戦
略
で
平
成
二
七
年
度
に
六
七
％
、
新
成
長

戦
略
で
平
成
三
二
年
に
一
〇
〇
％
の
職
場
で
、

図表３　精神障害の労災補償状況
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精神障害の労災件数が増加傾向にある

　業務との間に相当因果関係が認められる疾病については、労働者災害補償保険法に基づき、労災
保険給付の対象となる。
　精神障害についての労災請求件数とその認定件数（発病した精神障害が業務上のものと認められ
た件数）の推移は以下のとおり。

出典：厚生労働省労働基準局労災補償部調べ

図表４　自殺者の推移及びその原因・動機
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図表５　自殺者の推移及びその原因・動機
(単位：人)

経済・

自殺の原因・動機
自殺者数 原因・動機

特定者

家庭問題 健康問題
生活問題

勤務問題 男女問題 学校問題 その他

平成23年 30,651 22,581 4,547 14,621 6,406 2,689 1,138 429 1,621

平成22年 31,690 23,572 4,497 15,802 7,432 2,590 1,103 371 1,533

平成21年 32,845 24,434 4,117 15,867 8,377 2,528 1,121 364 1,613

平成20年 32,249 23,490 3,912 15,153 7,404 2,412 1,115 387 1,538

平成19年 33,093 23,209 3,751 14,684 7,318 2,207 949 338 1,500

勤務問題を理由とする自殺者　約 2,700 人（平成 23 年）
※労働災害による死亡者数1,024人（平成23年）�（東日本大震災を直接の原因とする死亡者数を除く。）
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何
ら
か
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り
組

む
と
い
う
目
標
を
設
定
し
た
わ
け
で
す
。

　

同
調
査
で
は
取
り
組
ん
で
い
な
い
理
由
も

聞
い
て
い
ま
す
が
、「
必
要
性
を
感
じ
な
い
」

が
五
割
弱
。「
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
」

が
二
割
。「
取
り
組
み
方
が
わ
か
ら
な
い
」

が
二
割
と
い
う
こ
と
で
、
必
要
性
を
感
じ
な

い
と
い
う
半
分
の
事
業
所
に
は
、
我
々
と
し

て
も
こ
れ
は
感
じ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
と
い
う

の
は
、
職
場
の
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に
も
、

も
っ
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
、
取
り
組
み
方
が
わ

か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
何

と
か
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
目

標
を
達
成
す
る
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
、

国
と
い
ろ
い
ろ
な
関
係
団
体
が
一
緒
に
な
っ

て
取
り
組
ま
な
い
と
難
し
い
。
我
が
安
全
衛

生
部
の
職
員
は
た
か
だ
か
六
〇
人
で
、
こ
こ

だ
け
で
取
り
組
む
の
に
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
う
ね

り
を
日
本
中
に
、
い
ろ
い
ろ
な
職
場
に
波
及

さ
せ
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

取
り
組
み
状
況
を
規
模
別
に
み
る
と
、
大

企
業
で
は
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
一
方
、
中
小

で
は
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
事
業
所
が
多

い
（
図
表
７
）。
す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
所
で
は
、
さ
ら
に
そ
れ
を
発
揮
し
、
取

り
組
ん
で
い
な
い
事
業
所
は
こ
れ
か
ら
き
ち

ん
と
や
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
う
い
う
方
向
に

持
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

に
関
す
る
国
の
取
り
組
み

　

次
に
、
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

関
す
る
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
厚
生
労
働
省
で
は
、
事
業
所
で
の
基
本

的
取
り
組
み
事
項
と
し
て
、
ま
ず
何
を
す
れ

ば
い
い
か
と
い
う
の
を
労
働
者
の
心
の
健
康

の
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
で
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
大
臣
が
公
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
基
づ
い
て
事
業
主
や
関
係
団
体
を
指

導
で
き
る
と
い
う
法
的
な
位
置
づ
け
を
持
つ

指
針
で
す
（
図
表
８
）。

　

例
え
ば
、
衛
生
委
員
会
で
の
調
査
審
議
や
、

事
業
所
内
の
い
ろ
い
ろ
な
体
制
を
き
ち
ん
と

整
備
す
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
研
修
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
次
予
防
と
い
っ
て
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
を
発
生
さ
せ
な
い

図表６　メンタルヘルス対策の取組の現状

メンタルヘルスケアに取り組んでいる事業所割合

標
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労働者健康状況調査

.
メンタルヘルスに関
する措置を受けられ
る職場の割合

10.0ポイント
向上

労働災害防止対策等
重点調査

.
メンタルヘルスケア
取組事業所割合

（日本再生戦略） る職場の割合
（新成長戦略）

取り組んでいない理由（複数回答）

（日本再生戦略）

取り組んでいない理由（複数回答）

「必要性を感じない」 ・・・・・・・・・ ４８．４％ （2011年）

「専門スタッフがいない」 ・・・・・・・・・ ２２．１％ （ 2011年）

「取り組み方が分からない」 ・・・・・・・・・ ２０．１％ （ 2011年）

図表８　職場でのメンタルヘルス対策の推進

Ⅰ 都道府県労働局・労働基準監督署による事
業場に対する指導等 実施

「労働者の心の健康の保持増進の

事業場での基本的取組事項 事業場の取組を支援する施策

業場に対する指導等の実施
「労働者の心の健康の保持増進の
ための指針」（平成18年公示第
3号）に基づく取組の促進 ○メンタルヘルス対策の具体的な取組についてメンタル

ヘルス対策支援センターと連携した指導・助言

○衛生委員会等での調査審議
（心の健康づくり計画等）

○事業場内体制の整備

Ⅱ 全国の「メンタルヘルス対策支援センター｣に
よる事業場の取組支援

○事業場内体制の整備
（事業場内メンタルヘルス推進担当者の選任）
（セルフケア、ラインによるケア、産業保健スタッフ、外部機関）

○教育研修の実施

○事業者、産業保健スタッフ等からの相談対応
○個別事業場に訪問し助言・指導の実施
○職場の管理監督者に対する教育の実施
○職場復帰支援プログラムの作成支援
○メンタルヘルス相談機関の登録 紹介○教育研修の実施

（一次予防）

○職場環境等の把握と改善
（一次予防）

○メンタルヘルス相談機関の登録・紹介
○事業者、産業保健スタッフ、行政機関等とのネット

ワーク形成

（ 次予防）

○不調の早期発見・適切な対応
（二次予防）

○職場復帰支援

○働く人のメンタルヘルス・ポータルサイト「こころの
耳」を通じた情報提供（アクセス数 月８万件以上）

○産業医等に対する研修の実施 等

Ⅲ その他メンタルヘルス対策の実施

○職場復帰支援
（三次予防）

○産業医等に対する研修の実施 等

図表７　事業所規模別のメンタルヘルスケアの取組状況

93.1％ 95.1％
98.7％ 100.0％

100％

60.4％

79.5％
80％

37.9％
45.1％ 43.6％

60％

40％

20％

0％

平成23年労働災害防止対策等重点調査
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よ
う
に
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

不
調
者
を
早
目
に
発
見
し
て
適
切
な
対
応

を
と
っ
て
い
く
の
が
二
次
予
防
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
今
度
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
に
陥
っ
た
人
を
い
か
に
し
て
復
帰
さ
せ
る

か
。
こ
れ
は
三
次
予
防
で
、
一
次
、
二
次
、

三
次
の
対
策
を
総
合
的
に
と
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
が
こ
の
指
針
に
載
っ
て
い

ま
す
。
ま
ず
こ
の
指
針
を
読
ん
で
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
が
出
発
点
に
な
り
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ

ン
タ
ー

　

こ
う
い
う
指
針
の
内
容
を
ど
う
や
っ
て
事

業
所
に
実
施
し
て
も
ら
う
か
で
す
が
、
一
つ

め
は
、
都
道
府
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督

署
に
よ
る
事
業
所
に
対
す
る
指
導
等
に
な
り

ま
す
。
実
際
、
監
督
署
が
行
く
と
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
取
り
組
み
方
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
事
業
所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
に
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ

ン
タ
ー
を
都
道
府
県
に
一
つ
設
置
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
こ
に
相
談
す
る
よ
う
に
指
導
、

助
言
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
め
が
、
い
ま
言
っ
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
事
業
所
の
取
り

組
み
支
援
で
す
。
こ
れ
は
個
別
の
労
働
者
に

対
す
る
支
援
で
は
な
く
、
事
業
者
、
そ
れ
か

ら
事
業
所
の
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
相

談
に
応
じ
た
り
、
実
際
に
個
別
に
訪
問
し
て

助
言
、
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業

所
の
管
理
監
督
者
の
教
育
の
た
め
に
、
来
て

く
だ
さ
い
と
よ
く
依
頼
さ
れ
ま
す
。
や
っ
と

管
理
監
督
者
も
わ
か
っ
て
く
れ
た
と
、
サ
ン

キ
ュ
ー
レ
タ
ー
が
返
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、
き
ょ
う
お
越
し
の
人
事

の
方
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ぜ
ひ
一
度
ご
相
談
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
ま
た
、
職
場
復
帰
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
が
復
帰
す
る
際
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
つ
く
り
方
が
わ
か
ら
な
い
事

業
所
に
は
、
ひ
な
型
を
示
し
て
、
つ
く
っ
て

提
出
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
ま
た
検
討
し

て
と
い
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
複
数
回
行
い

ま
す
。

　

図表９　労働者の心の健康の保持増進のための指針（概要)
（平成18年３月31日　健康保持増進のための指針公示第３号）

１ 趣旨

労 安全衛 第 条 第 基づ 労 が 表 指針労働安全衛生法第70条の２第１項に基づき、厚生労働大臣が公表した指針。
メンタルヘルスケアの原則的な実施方法を定めている。

２ メンタルヘルスケアの基本的考え方
３ 衛生委員会等における調査審議
４ 心の健康づくり計画の策定
５ ４つのメンタルヘルスケアの推進

○セルフケア
労働者自身がストレスに気づき対処すること。

○ラインによるケア○ラインによるケア
管理監督者が職場の具体的なストレス要因を把握し改善すること。

○産業保健スタッフによるケア
産業医等の産業保健スタッフが、セルフケア、ラインによるケアの実施を支援するとともに、
教育研修の企画・実施、情報の収集・提供等を行うこと。教育研修の企画 実施、情報の収集 提供等を行うこと。

○事業場外資源によるケア
メンタルヘルスケアに関する専門機関を活用すること。

６ メンタルヘルスケアの具体的進め方
○メンタルヘルスケアを推進するための教育研修・情報提供○メンタルヘルスケアを推進するための教育研修 情報提供
○職場環境等の把握と改善
○メンタルヘルス不調の気づきと対応
○職場復帰における支援

８ 小規模事業場におけるメンタルヘルスケアの取組の留意事項
９ 定義

７ メンタルヘルスに関する個人情報の保護への配慮

図表10　メンタルヘルス対策支援センター事業の概要

趣旨・目的趣旨 目的

○地域での職場のメンタルヘルス対策の中核的機関として全国47都道府県に設置 （注）
○メンタルヘルス不調の予防から復職支援まで職場のメンタルヘルス対策を総合的に支援

事業内容

○事業者、産業保健スタッフ等からの相談対応
○個別事業場に訪問し助言・指導の実施 メンタルヘ

理管康健援支

支援の流れ

（注）国の委託事業として医師等の相談員を配置している。

○個別事業場に訪問し助言 指導の実施
○職場の管理監督者に対する教育の実施
○職場復帰支援プログラムの作成支援
○メンタルヘルス相談機関の登録・紹介
○事業者 産業保健 タ 行政機関等と ネ ト ク形成

メンタルヘ
ルス対策支
援センタ－

事業者
産業保健スタッフ

労働者

○事業者、産業保健スタッフ、行政機関等とのネットワーク形成

活動実績（H23年度）

事業者等からの相談件数 24813件

予算額の推移
事業者等からの相談件数 24,813件

事業場に対する

助言・指導 20,247件

管理監督者への教育 4,859件

1286 1263

1200

1400
［百万円］ 新成長戦略で「メン

タルヘルスに関す
る措置を受けられる
職場の割合100％ 」
が示される

訪問支援件数 職場復帰支援プログ
ラムの作成支援 673件

メンタルヘルス 登録機関（累計） 37機関

470 494

400

600

800

1000 が示される。

ンタル ルス
相談機関の

登録・紹介件数

登録機関（累計） 37機関

紹介 105件

※ 実績は延べ数

0

200

400

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度

図表11　過重労働による健康障害防止のための総合対策
（平成18年３月策定、平成23年２月最終改正）

過重労働による健康障害を防止することを目的として 事業者が講ず過重労働による健康障害を防止することを目的として、事業者が講ず
べき措置を定めるとともに、当該措置が適切に講じられるよう国が行う
周知徹底、指導等の所要の措置をとりまとめたもの。

（１）時間外 休日労働時間の削減

周知徹底、指導等の所要の措置をとりまとめたもの。

（１）時間外・休日労働時間の削減
（２）年次有給休暇の取得促進
（３）労働時間等の設定の改善（３）労働時間等の設定の改善
（４）労働者の健康管理に係る措置の徹底
○ 産業医の選任時の健康管理体制の整備、健康診断及びその事後措置の実施等
○ 長時間にわたる時間外 休日労働を行 た労働者に対する面接指導等・ っ
○ 過重労働による業務上の疾病を発生させた場合の原因の究明及び再発防止の

徹底
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ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
こ
こ
ろ
の

耳
」
を
通
じ
た
情
報
提
供

　

三
番
目
と
し
て
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
こ

こ
ろ
の
耳
」
と
い
う
の
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

月
間
八
万
件
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
指

針
の
内
容
や
、
き
ょ
う
お
話
し
た
内
容
も
ほ

と
ん
ど
全
部
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
触
れ
た
指
針
で
す
が
、
こ
れ
は
ほ

ん
と
う
に
大
事
な
も
の
で
、
も
し
読
ん
で
い

な
い
場
合
は
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
（
図
表
９
）。
ま
ず
基
本
的
な
考

え
方
を
事
業
所
で
事
業
者
が
宣
言
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
宣
言
を
下
部
に
、
末

端
に
ま
で
伝
え
る
。
五
〇
人
以
上
の
事
業
所

に
は
衛
生
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
こ
で
調
査
審
議
を
き
ち
ん
と
行
い
、
計
画

を
ま
ず
策
定
す
る
。
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て

実
施
し
、
そ
の
結
果
、
修
正
箇
所
が
あ
れ
ば

そ
れ
を
修
正
す
る
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
し
て
は
四
つ
の

ケ
ア
の
推
進
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

労
働
者
自
身
の
セ
ル
フ
ケ
ア
。
そ
れ
か
ら
ラ

イ
ン
に
よ
る
ケ
ア
。
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
な

ど
に
よ
る
ケ
ア
。
そ
し
て
、
外
部
の
専
門
家

に
よ
る
ケ
ア
。
こ
う
い
っ
た
四
つ
の
ケ
ア
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
進
め
方
と
し
て
は
、教
育
研
修
・

情
報
提
供
や
、
実
際
に
ど
う
い
う
職
場
は
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
が
多
い
の
か
と
い
っ

た
、
把
握
と
改
善
。
気
づ
き
の
対
応
な
ど
を

載
せ
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
の
詳
細
は
、
図
表
10
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
サ
イ
ト
も

開
設

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
通
じ
た
事
業
場
へ
の

情
報
提
供
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
耳
」
の
ほ
か
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
関
す
る
サ
イ
ト
「
み
ん
な
で
な

く
そ
う
！
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト　

あ
か
る
い
職
場
応
援
団
」
も
労
働
基
準
局
の

方
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

パ
ワ
ハ
ラ
で
は
、昨
年
、「
職
場
の
い
じ
め
・

嫌
が
ら
せ
問
題
に
関
す
る
円
卓
会
議
」
が
報

告
書
を
出
し
て
お
り
ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
の
概

図表12　心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援の手引き
（2004年10月　改訂2009年３月、2012年７月）

メンタルヘルス不調により休業した労働者に対する
職場復帰を促進するための事業場向けマニュアル

＜第１ステップ＞
病気休業開始及び休業中のケア

手引きによる職場復帰支援の流れ

管理監督者及び事業場内産
病気休業開始及び休業中のケア

＜第２ステップ＞
主治医による職場復帰可能の判断

場
業保健スタッフ等の役割

主治医による職場復帰可能の判断

＜第３ステップ＞
職場復帰の可否の判断及び職場復帰支援プランの作成

＜第４ステップ＞
最終的な職場復帰の決定 プライバシーの保護

職 場 復 帰

＜第５ステップ＞
職場復帰後のフォローアップ

図表 13　職場でのメンタルヘルス対策に関する国の取組
総合的
な対策な対策

○ 「労働者の心の健康の保持増進のための指針」（大臣公示）の策定・公表
○ 都道府県労働局・労働基準監督署による事業場に対する指導等の実施
○ メンタルヘルス対策支援センタ による事業場の取組支援○ メンタルヘルス対策支援センターによる事業場の取組支援
○ ポータルサイトを通じた事業場への情報提供

メンタルヘルス不調 メンタルヘルス不調の
職場復帰支援

の未然防止

（一次予防）

早期発見と適切な対応

（二次予防）

職場復帰支援

（三次予防）

○ 労働安全衛生法の改正 ○ 「心の健康問題により休
○ 教育研修・情報提供
○ 過重労働による健康障害 （ストレスチェックと面接

指導等の義務化）
（国会提出→衆議院解散に
より廃案）

○ 「心の健康問題により休
業した労働者の職場復帰支
援の手引き」の策定・公表

○ 地域障害者職業センター
支援 等

○ 過重労働による健康障害
防止対策

○ 職場でのパワーハラスメ
ント・セクシャルハラスメ

個別の
対策

より廃案） におけるリワーク支援 等
ント セクシャルハラスメ
ント対策 等

図表14　労働安全衛生法の一部を改正する法律案の概要
（平成23年12月２日国会提出、平成24年11月16日衆議院解散に伴い廃案）

○ 労働者は、事業者が行う当該検査を受けなければならないこととする。

○ 検査の結果は、検査を行った医師又は保健師から、労働者に対し通知されるようにする。医師又は保健師は、

労働者の同意を得ないで検査の結果を事業者に提供してはならないこととする。

○ 検査の結果を通知された労働者が面接指導の申出をしたときは、医師による面接指導を実施することを事業者

に義務付けるに義務付ける。

○ 面接指導の申出をしたことを理由として不利益な取扱いをしてはならないこととする。

○ 事業者は、面接指導の結果、医師の意見を聴き、必要な場合には、作業の転換、労働時間の短縮その他の適

切な就業上の措置を講じなければならないこ

○ 特に粉じん濃度が高くなる作業に従事する労働者に使用が義務付けられている電動ファン付き呼吸用保護

型式検定及び譲渡の制限の対象となる器具の追加

受動喫煙防止対策の充実・強化

○ 特に粉じん
具を型式検定及び譲渡の制限の対象に追加する。

○ 受動喫煙を防止するための措置として、職場の全面禁煙、空間分煙を事業者に義務付ける。

○ ただし、当分の間、飲食店その他の当該措置が困難な職場については、受動喫煙の程度を低減させるため一

定の濃度又は換気の基準を守ることを義務付ける。

施行期日：公布の日から起算して１年を超えない範囲内において政令で定める日
（「型式検定及び譲渡の制限の対象となる器具の追加」は、６月を超えない範囲内で政令で定める日）

ととする。

○ 医師又は保健師による労働者の精神的健康の状況を把握するための検査を行うことを事業者に義務付ける。

メンタルヘルス対策の充実・強化



特集―働く人のメンタルヘルスケア

Business Labor Trend 2013.3

8

念
を
整
理
し
、
同
じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し

て
、
職
務
上
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど
、
職

場
内
の
優
位
性
を
背
景
に
業
務
の
適
正
な
範

囲
を
超
え
て
精
神
的
、
身
体
的
苦
痛
を
与
え

る
、
ま
た
は
職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
行
為

だ
と
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
定
義
し
ま
し
た
。

　

労
働
基
準
局
で
は
、
労
働
時
間
の
特
に
長

い
人
の
た
め
に
、「
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障

害
防
止
の
た
め
の
総
合
対
策
」
を
策
定
し
て

い
ま
す
（
図
表
11
）。
過
重
労
働
に
よ
る
健

康
障
害
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

事
業
者
が
講
ず
る
べ
き
措
置
を
定
め
る
と
と

も
に
、
適
切
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
国
が
行
う

周
知
徹
底
、
指
導
等
の
措
置
を
取
り
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　
長
時
間
労
働
や
職
場
復
帰
時
の

支
援
も

　

時
間
外
、
休
日
労
働
時
間
の
削
減
や
、
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
、
労
働
時
間

や
休
暇
に
関
す
る
対
策
の
ほ
か
、
健
康
管
理

面
で
の
対
策
も
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
労
働

衛
生
課
で
は
、
産
業
医
の
選
任
時
の
健
康
管

理
体
制
の
整
備
な
ど
や
、
長
時
間
に
わ
た
る

時
間
外
・
休
日
労
働
を
行
っ
た
労
働
者
に
対

す
る
面
接
指
導
等
の
措
置
の
徹
底
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
月
の
時
間
外
・
休
日
労
働
時
間

が
一
〇
〇
時
間
や
八
〇
時
間
を
超
え
た
場
合
、

こ
う
い
っ
た
労
働
者
に
は
面
接
指
導
の
申
し

出
を
事
業
者
に
し
て
も
ら
い
、
医
師
が
そ
う

い
う
労
働
者
を
面
接
指
導
し
、
事
業
者
が
医

師
か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
後

措
置
を
講
じ
る
と
い
う
仕
組
み
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

実
際
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
陥
っ
た

労
働
者
が
職
場
に
復
帰
す
る
と
き
で
す
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
職
場
復
帰
支
援
の
手
引
き

を
示
し

て
い
ま

す
（
図

表
12
）。

　

以
上

の
国
の

取
り
組

み
を
ま

と
め
た

も
の
が
、

図
表
13

に
な
り

ま
す
。

ま
と
め

ま
す
と
、

指
針
を

出
し
て

い
ま
す
。

二
次
予

防
の
早

く
見
つ

け
る
と

い
う
と

こ
ろ
で

は
、
労

働
安
全
衛
生
法
を
改
正
し
て
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
と
面
接
指
導
を
義
務
化
す
る
予
定

で
し
た
が
、
衆
議
院
が
昨
年
解
散
に
な
り
、

廃
案
に
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
と
し

て
は
、
一
次
、
二
次
、
三
次
を
総
合
的
に
や
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
同
法
改
正
案
を
示

し
た
わ
け
で
、
何
も
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
だ

け
を
や
れ
と
い
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
の
対
応

　

図
表
14
が
、
国
会
提
出
法
律
案
で
す
。
図

表
15
に
あ
る
よ
う
に
、
か
な
り
大
き
な
取
り

組
み
の
方
針
を
お
示
し
し
た
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
審
議
時
間
が
な
く
、
廃
案
に
な
り

ま
し
た
。
事
務
方
と
し
ま
し
て
は
再
提
出
に

向
け
て
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
ち
ょ
う
ど
、
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三

年
）
四
月
か
ら
二
九
年
（
二
〇
一
七
年
）
三

月
三
一
日
ま
で
に
国
が
取
り
組
む
べ
き
中
長

期
的
な
計
画
で
あ
る
「
第
一
二
次
労
働
災
害

防
止
計
画
」
を
策
定
中
で
す
（
図
表
16
）。

そ
の
中
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
柱

の
一
つ
に
置
い
て
い
ま
す
。
今
、
目
標
値
な

ど
を
議
論
中
で
す
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
で
は
、
例
え
ば
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所
を
八
割
以
上
に
す

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
と

し
て
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
の
た
め

の
職
場
改
善
や
、
ス
ト
レ
ス
の
気
づ
き
対
応

の
促
進
、
方
策
の
わ
か
ら
な
い
事
業
所
へ
の

支
援
、
そ
れ
か
ら
、
職
場
復
帰
の
促
進
な
ど

を
総
合
的
に
実
施
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
の
平
成
二
五
年
度
予
算
要

求
で
は
、
三
三
億
円
を
計
上
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

図表15　�精神的健康の状況を把握するための検査(ストレスチェック)と面接指導

③ 接 実施依頼②面接の申出

申出後は事業者が対応

医師・保健師がストレス
チェックを実施

一般定期健康診断の「自覚症状、

③面接の実施依頼

(

②面接の申出

労働者の意向を尊重

①結果の通知

他覚症状の有無の検査」に併せて
実施
※別途実施も可能

⑤医師からの意見聴取⑥事後措置の実施

労
働
者

事
業
者

不利益な取扱いをしては
ならない

○ひどく疲れた

○不安だ

時間外労働の制限、作業の転換につい
て意見

時間外労働の制限、作業の転
換の措置

⑤医師からの意見聴取⑥事後措置の実施者
気づきの促進

○不安だ

○ゆううつだ

)

④面接指導の実施
①’労働者の
同意を得て事
業者に通知

面接指導後受診

医療機関直接受診

・
・
・

相談機関
・保健所、精神保健福祉センター
・民間団体

相談 連携の促進

【地域の機関】

図表16　第12次労働災害防止計画（案）中のメンタルヘルス関係施策
（平成25年から平成29年までに、国が取り組む中長期的な計画）

・イ 重点とする健康確保 職業性疾病対策
① メンタルヘルス対策
（目標）

平成29年までにメンタルヘルス対策に取り組
んでいる事業場の割合を80％以上とする。
（現在検討中）

○ メンタルヘルス不調予防のための職場改善の取組
（リスクアセスメント手法の適用）

○ ストレスへの気づきと対応の促進
○ 取組方策の分からない事業場への支援
○ 職場復帰対策の促進
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職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
特
徴

　

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、
昔
は
心
の

問
題
は
個
人
の
問
題
で
あ
り
、
職
場
に
は
関

係
な
い
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。
今

は
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
非
常
に
重
要

で
あ
り
、
多
く
の
人
の
共
通
す
る
課
題
と
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

職
場
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
特
徴
を
考

え
て
み
る
と
、
ま
ず
産
業
保
健
と
し
て
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
個
人
を
対
象
と
し
て
、
病

気
の
人
を
治
療
す
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
や
は
り
職
場
の
集
団
と
し
て
の
心

の
健
康
を
考
え
ま
す
。
患
者
の
治
療
だ
け
で

は
な
く
、
職
場
の
環
境
に
問
題
が
あ
れ
ば
改

善
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば

精
神
科
の
先
生
を
非
常
勤
で
雇
っ
て
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
外
来
を
や
っ
て
も
ら
う
と
い
っ
た

こ
と
で
は
ご
く
一
部
の
対
応
に
し
か
な
り
ま

せ
ん
。
も
っ
と
幅
広
い
、
産
業
保
健
と
し
て

の
メ
ン
タ
ル
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

次
に
職
場
は
、
地
域
や
学
校
と
は
違
い
、

雇
用
契
約
が
あ
り
ま
す
。
き
つ
い
仕
事
で
も

し
っ
か
り
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
る
、
賃
金
に
見

合
っ
た
労
務
が
提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
が

前
提
条
件
で
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
中
で
、

心
の
病
に
か
か
っ
た
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
に
な
っ
た
人
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
と

い
う
対
策
を
と
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

精
神
疾
患
の
問
題
と
し
て
、
体
の
病
気
と

違
い
、
放
っ
て
お
く
と
み
ず
か
ら
傷
つ
け
た

り
、
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
り
、
他
人
に
危
害

を
加
え
る
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
病
識
が
欠
如
し
て
い
て
、
自
分

が
病
気
だ
と
気
が
つ
か
な
い
、
妄
想
や
幻
聴

が
あ
っ
て
も
、
本
人
は
周
り
が
お
か
し
い
と

思
っ
て
、
み
ず
か
ら
受
診
行
動
を
と
ら
な
い

と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
場
合
に
は
、
家
族
、
あ
る
い
は
職
場
で
気

が
つ
い
た
人
た
ち
が
適
切
な
受
診
行
動
へ
と

結
び
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
か
ら
、
精
神
疾
患
で
は
偏
見
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
対
応
は
か
な
り
慎
重
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
業
務
に
よ
る
精
神
疾
患
に
対
す

る
企
業
責
任

　

企
業
の
責
任
と
い
う
こ
と
が
、
か
な
り
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
つ
は

労
災
認
定
の
問
題
で
、
仕
事
の
た
め
に
精
神

障
害
を
発
病
し
た
り
、
業
務
上
の
精
神
障
害

で
自
殺
し
た
場
合
に
は
、
労
働
災
害
と
し
て

補
償
さ
れ
ま
す
。
あ
る
い
は
公
務
員
で
あ
れ

ば
公
務
災
害
と
な
り
ま
す
。
労
働
災
害
と
し

て
は
、
業
務
遂
行
性
、
仕
事
を
し
て
い
た
た

め
に
そ
う
な
っ
た
、
業
務
起
因
性
、
業
務
と

疾
患
と
の
因
果
関
係
が
か
な
り
強
い
と
い
っ

た
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
民
事
上
の
責
任
が
あ
り
ま
す
。

安
全
配
慮
義
務
違
反
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
、

精
神
疾
患
に
か
か
っ
た
人
、
あ
る
い
は
遺
族

な
ど
か
ら
訴
え
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
労
災
の
費
用
を
企
業
が
払

う
こ
と
で
民
事
上
の
責
任
は
免
責
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
日
本
で
は
労
災
と
と
も
に
、
民

事
上
の
責
任
も
負
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

労
災
認
定
以
外
に
も
、
企
業
側
の
過
失
が
あ

れ
ば
、
民
事
上
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
労
災
は
、
認
め
る
か
、
認

め
な
い
か
、
ゼ
ロ
か
一
○
○
の
極
端
な
結
果

に
な
り
ま
す
が
、
民
事
で
は
交
通
事
故
の
よ

う
に
責
任
割
合
で
賠
償
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　
行
政
の
心
の
健
康
の
保
持
増
進

へ
の
対
応

　

椎
葉
課
長
か
ら
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
と

お
り
、
厚
生
労
働
省
で
は
心
の
健
康
の
保
持

増
進
に
関
す
る
指
針
な
ど
を
出
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
が
組
織
と
し
て
責
任
を
持
っ
て
そ
う

い
っ
た
心
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
、
担
当
者
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
組
織

と
し
て
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
非

常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

衛
生
委
員
会
等
に
お
け
る
調
査
審
議
と

い
っ
た
こ
と
も
強
く
う
た
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
労
働
安
全
衛
生
規
則
で

定
め
ら
れ
て
お
り
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
実
施
計
画
の
策
定
等
、
実
施
体
制
の
整
備
、

当
該
労
働
者
に
対
す
る
不
利
益
な
取
り
扱
い

が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
対
策
、

労
働
者
の
精
神
的
健
康
の
状
況
に
か
か
る
健

康
情
報
の
保
護
、
事
業
所
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
労
働
者
へ
の
周
知
に
関
す

る
こ
と
を
し
っ
か
り
調
査
審
議
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

指
針
で
は
、
さ
き
ほ
ど
紹
介
さ
れ
た
四
つ

の
ケ
ア
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
が
行
う
必

要
が
あ
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
具
体
的
な
進
め
方
と
し

て
は
、
労
働
者
、
管
理
監
督
者
、
あ
る
い
は

事
業
所
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
教

育
研
修
と
い
っ
た
こ
と
を
行
い
、
そ
れ
か
ら
、

職
場
環
境
等
の
把
握
と
改
善
を
行
う
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
へ
の
気

づ
き
と
対
応
で
は
、
労
働
者
に
よ
る
自
発
的

な
相
談
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
ほ
か
、
管
理

監
督
者
、
事
業
所
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
等

に
よ
る
相
談
対
応
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

職
場
復
帰
に
お
け
る
支
援
も
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
心
の
病
に
よ
る
休
職
と
い
う
の

は
か
な
り
あ
り
ま
す
し
、
長
期
化
し
て
、
職

場
復
帰
す
る
と
き
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
職
場
復
帰
し
て
も
再
発
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。
職
場

復
帰
に
対
し
て
や
は
り
企
業
と
し
て
し
っ
か

り
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

復
帰
支
援
で
は
、
椎
葉
課
長
の
説
明
に
あ

研究報告

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
︱
職
場
は
何
を
し
た
ら
よ
い
か

（独）
労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所　

作
業
条
件
適
応
研
究
グ
ル
ー
プ
部
長　

原
谷
　
隆
史
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り
ま
し
た
よ
う
に
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
実

施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
病
気
休
業

開
始
及
び
休
業
中
の
ケ
ア
を
ま
ず
行
い
、
第

２
ス
テ
ッ
プ
は
、
主
治
医
に
よ
る
職
場
復
帰

可
能
の
判
断
。
第
３
ス
テ
ッ
プ
が
、
職
場
復

帰
の
可
否
の
判
断
及
び
職
場
復
帰
支
援
プ
ラ

ン
の
作
成
。
最
終
的
な
ス
テ
ッ
プ
が
職
場
復

帰
の
決
定
で
す
。た
だ
、復
帰
し
た
後
も
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
し
っ
か
り
行
う
と
い
っ
た
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
職
場
復
帰
に
は
会
社
側
が
責
任

あ
る
判
断
を

　

よ
く
問
題
に
な
る
の
が
、
主
治
医
が
職
場

復
帰
可
能
と
い
う
診
断
書
を
出
し
て
き
た
と

き
に
、
果
た
し
て
ほ
ん
と
う
に
そ
れ
で
復
帰

で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
ほ
ん
と

う
に
復
帰
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
会

社
側
で
責
任
を
持
っ
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
主
治
医
が
復
帰
可
能
と
言
っ
て

も
、
そ
れ
は
主
治
医
の
立
場
と
し
て
就
労
可

能
で
あ
る
だ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
だ
け
で
、

患
者
が
実
際
に
ど
ん
な
職
場
で
、
ど
の
よ
う

な
環
境
で
、
ど
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
は
知
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
仕
事
で
ミ
ス
を
し
た
と
き
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
な
ど
、
細
か
い
こ

と
ま
で
把
握
し
て
い
な
い
場
合
が
一
般
的
で

す
。
で
す
か
ら
、
主
治
医
が
就
労
可
と
い
っ

て
も
、
直
ち
に
職
場
復
帰
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
は
非
常
に
危
険
か
と
思
い
ま
す
。
主
治
医

の
判
断
は
貴
重
な
意
見
で
す
が
、
そ
れ
と
と

も
に
、
職
場
の
状
況
が
ど
う
で
あ
る
か
も
含

め
て
、
職
場
復
帰
の
可
否
を
会
社
側
で
し
っ

か
り
判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
管
理
監
督
者
の
教
育

な
ど
で
使
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
東
京
大
学
の
川
上
憲
人

先
生
の
作
成
し
て
い
る
事
業
場
に
お
け
る
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
対
応
を
間
違
え
る
と
部
下
の

命
に
も
か
か
わ
る
問
題
に
な
る
と
い
っ
た
こ

と
を
管
理
監
督
者
の
方
に
自
覚
し
て
も
ら
う

と
い
う
目
的
で
、
こ
う
い
っ
た
ツ
ー
ル
を
教

育
な
ど
で
使
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
殺
予
防
の
一
〇
カ
条

　

自
殺
予
防
の
一
〇
カ
条
が
、
厚
生
労
働
省

が
二
〇
〇
一
年
に
出
し
た
小
冊
子
の
な
か
に

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。
自
殺
を

口
に
す
る
と
き
は
本
気
じ
ゃ
な
い
と
か
、
未

遂
と
い
う
の
は
本
気
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
い
っ

た
よ
う
な
こ
と
を
言
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す

が
、
や
は
り
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
未
遂
で
あ
っ
て
も
、
助
か
っ
て
ま
た
繰

り
返
し
て
既
遂
に
終
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
自
殺
の
危
険
性
に
気
が
つ
い
た

と
き
に
は
し
っ
か
り
相
手
の
話
を
よ
く
聞
い

て
あ
げ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
、
適
切

な
対
応
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ス
ト
レ
ス
と
は

　

次
に
、
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
は
、
同
じ
よ
う
な
言
葉
に
と
ら
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
若
干
考
え
方
が
異

な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
い
う
の
は
、
例
え

ば
丸
い
ゴ
ム
ボ
ー
ル
み
た
い
な
も
の
が
あ
っ

た
と
し
て
、
そ
れ
に
外
部
か
ら
の
力
、
刺
激

な
ど
が
加
わ
る
と
、
一
時
的
に
ボ
ー
ル
が
ゆ

が
ん
で
し
ま
う
。
そ
う
い
っ
た
よ
う
な
も
の

が
ス
ト
レ
ス
反
応
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
外

部
か
ら
の
力
が
な
く
な
れ
ば
、
自
然
と
、
も

と
の
状
態
に
戻
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
抵
抗
力

に
は
、
個
人
差
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

　

人
に
よ
っ
て
は
、
ち
ょ
っ
と
怒
ら
れ
た
だ

け
で
、
ひ
ど
く
傷
つ
い
て
し
ま
う
人
が
い
た

り
、
あ
る
い
は
一
晩
寝
れ
ば
け
ろ
っ
と
治
る

人
も
い
ま
す
。
仕
事
で
失
敗
し
た
と
き
に
い

つ
ま
で
も
く
よ
く
よ
悩
み
、
影
響
が
長
く
続

い
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

　

た
だ
、
ス
ト
レ
ス
反
応
自
体
が
悪
い
わ
け

で
は
な
く
、
も
と
の
状
態
に
戻
れ
ば
い
い
わ

け
で
す
。
こ
れ
が
ゴ
ム
ボ
ー
ル
で
は
な
く
て
、

例
え
ば
ガ
ラ
ス
の
ボ
ー
ル
で
あ
っ
た
と
す
る

と
、
ま
っ
た
く
ゆ
が
ま
な
い
。
ス
ト
レ
ス
反

応
を
示
さ
な
い
と
い
う
状
況
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
必
ず
し
も
い
い
わ

け
で
は
な
く
て
、
あ
る
程

度
の
力
が
加
わ
る
と
、
突

然
割
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
ス
ト
レ
ス

反
応
自
体
が
悪
い
の
で
は

な
く
、
健
康
に
影
響
が
出

な
い
よ
う
に
も
と
の
状
態

に
ち
ゃ
ん
と
回
復
で
き
る
、

土
日
に
は
休
む
と
か
、
睡

眠
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、

翌
日
に
は
元
気
に
な
る
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
に
な

れ
ば
、
問
題
は
な
い
わ
け

で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
必
ず
し
も

心
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心
理
的
な
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

も
あ
り
ま
す
し
、
物
理
化

学
的
な
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
も

考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

反
応
も
、
心
だ
け
で
は
な

く
、
身
体
的
な
反
応
も
起

き
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、

心
理
的
な
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
な
ど
に
対
す
る
精

神
的
な
反
応
に
つ
い
て
、
よ
く
ス
ト
レ
ス
と

い
う
用
語
が
使
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
対
策
と
し
て
考
え
ら

れ
る
こ
と

　

ス
ト
レ
ス
対
策
と
し
て
は
、
原
因
、
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
を
軽
減
し
た
り
、
環
境
を
よ
く
す

る
、
あ
る
い
は
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
抵
抗
力

を
強
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
健
康

増
進
と
か
、
ス
ト
レ
ス
教
育
で
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
処
法
な
ど
を
学
ぶ
と
い
っ
た
こ
と
も
考

自殺予防の十箇条
(厚生労働省「職場における自殺の予防と対応」 2001)(厚生労働省「職場における自殺の予防と対応」､2001)

1. うつ病の症状に気をつけよう（気分が沈む、自分を責める、 う 病の症状に気を けよう（気分が沈む、自分を責める、

仕事の能率が落ちる、決断できない、不眠が続く）

2. 原因不明の身体の不調が長引く2. 原因不明の身体の不調が長引く

3. 酒量が増す

4 安全や健康が保てない4. 安全や健康が保てない

5. 仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、職を失う

6 職場や家庭でサポートが得られない6. 職場や家庭でサポ トが得られない

7. 本人にとって価値あるもの（職、地位、家族、財産）を失う

8 重症の身体の病気にかかる8. 重症の身体の病気にかかる

9. 自殺をロにする

10 自殺未遂におよぶ10. 自殺未遂におよぶ

図表１
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え
ら
れ
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
反
応
へ
の
対
応
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
必
ず
し
も
病
気
で
な
く
て
も
、
軽
い
ス

ト
レ
ス
反
応
の
段
階
で
う
ま
く
そ
れ
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
に
と
ど
ま
ら
ず
、
精
神
疾
患
対

策
と
い
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
精
神
疾
患

に
対
し
て
早
期
発
見
、
治
療
、
職
場
復
帰
と

い
っ
た
こ
と
は
大
事
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

精
神
疾
患
対
策
と
し
て
は
必
ず
し
も
ス
ト
レ

ス
が
原
因
で
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
職
場
の
環
境
は
何
も
問
題
が
な
く
て
も
、

精
神
疾
患
を
発
症
す
る
人
は
い
ま
す
し
、
そ

う
い
っ
た
方
に
対
し
て
、
早
期
発
見
、
治
療
、

職
場
復
帰
と
い
っ
た
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

あ
と
、
自
殺
予
防
。
非
常
に
大
き
な
問
題

で
す
。
若
い
人
の
死
因
と
し
て
は
、
自
殺
の

可
能
性
が
非
常
に
高
い
わ
け
で
す
。
例
え
ば

交
通
事
故
の
死
亡
者
数
と
い
う
の
は
、
安
全

対
策
、
飲
酒
運
転
の
厳
罰
化
と
か
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
義
務
化
と
か
い
っ
た
よ
う
な

対
策
で
か
な
り
減
っ
て
い
ま
す
が
、
自
殺
は

依
然
と
し
て
若
い
人
の
主
要
な
死
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
職
者
が
死
亡
す
る
場

合
に
は
自
殺
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と

い
っ
た
こ
と
で
、
職
場
と
し
て
も
し
っ
か
り

自
殺
予
防
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
の
職
業
性
ス
ト
レ

ス
モ
デ
ル

　

ス
ト
レ
ス
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ

Ｈ
（
ナ
イ
オ
シ
ュ
）
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の

国
立
職
業
安
全
保
健
研
究
所
が
出
し
た
職
業

性
ス
ト
レ
ス
の
モ
デ
ル
が
あ
り
ま
す
（
図
表

２
）。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、仕
事
の
ス
ト
レ
ッ

サ
ー
が
ス
ト
レ
ス
反
応
に
影
響
す
る
こ
と
が

一
番
重
要
で
、
二
本
の
矢
印
で
示
し
て
重
視

し
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
反
応
は
、
や
が
て

疾
病
、
あ
る
い
は
事
故
や
け
が
な
ど
に
結
び

つ
き
、
悪
い
影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
三
つ
の
要
因
を
考
え
て

い
ま
す
。
ま
ず
個
人
的
要
因
。
性
、
年
齢
、

性
格
傾
向
、
行
動
パ
タ
ー
ン
と
か
、
い
ろ
い

ろ
あ
る
の
で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
個
人
差
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ッ

サ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
仕
事
外
の
要
因
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど

が
あ
り
、
働
く
女
性
は
職
場
と
家
庭
と
二
重

の
負
担
に
な
り
ま
す
。
仕
事
の
ス
ト
レ
ッ

サ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
の
ス
ト
レ
ッ

サ
ー
が
か
か
る
と
、
二
重
の
負
荷
に
な
り
反

応
が
出
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、
緩
衝
要
因
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
の
影
響
を
緩

和
す
る
要
因
で
す
。
代
表
的
な
も
の
は
社
会

的
支
援
で
す
。
例
え
ば
、
職
場
で
上
司
や
同

僚
な
ど
が
仕
事
の
問
題
解
決
に
協
力
し
て
く

れ
た
り
、
あ
る
い
は
家
族
、
友
人
な
ど
が
愚

痴
を
聞
い
て
く
れ
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
支

援
が
あ
る
と
、
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
の
影
響
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
る
い
は
ス
ト
レ
ス

対
処
行
動
な
ど
に
よ
っ
て
も
ス
ト
レ
ッ
サ
ー

の
影
響
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票

　

職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
と
い
っ
た

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
以
前
、
旧
労
働

省
の
研
究
班
で
職
場
の
ス
ト
レ
ス
の
調
査
研

究
を
や
っ
て
い
た
と
き
に
、
現
場
で
簡
単
に

使
え
る
日
本
人
向
け
の
調
査
票
を
つ
く
れ
と

い
う
こ
と
で
、
五
七
項
目
の
調
査
票
を
つ
く

り
ま
し
た
。

　

活
用
方
法
と
し
て
、
調
査
票
を
活
用
す
る

NIOSHの職業性ストレスモデル

個人要因

ストレス

反 応
仕 事 の
ストレッサー

疾 病
反 応ストレッサー

仕事外の要因 緩衝要因

図表２

http://www.jisha.or.jp/web_chk/strs/strs01.html

図表３
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た
め
の
ツ
ー
ル
を
三
つ
つ
く
り
ま
し
た
。
中

央
労
働
災
害
防
止
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

中
に
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
た
め
の
職
業
性
ス
ト

レ
ス
簡
易
評
価
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
（
図
表

３
）。
結
果
は
、
例
え
ば
、
う
つ
的
に
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
、
グ
ラ
フ
で
グ

リ
ー
ン
か
ら
黄
色
、
赤
の
方
に
表
示
さ
れ
ま

す
。
問
題
が
あ
る
と
、
産
業
医
、
保
健
師
、

看
護
師
、
専
門
家
な
ど
に
相
談
し
て
み
て
く

だ
さ
い
と
い
っ
た
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
出

ま
す
。
こ
れ
を
作
成
し
た
と
き
、
企
業
で
試

験
的
に
使
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
産
業
医
の
と
こ
ろ
に
面
接
に
や
っ
て

き
た
人
が
実
は
う
つ
病
で
、
早
期
発
見
に
役

立
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

東
京
医
科
大
学
の
公
衆
衛
生
学
講
座
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡

易
調
査
票
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
ツ
ー

ル
な
ど
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
、
ス
ト
レ
ス
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
（
図
表
４
）。
こ
れ
は

個
人
に
対
し
て
結
果
を
五
段
階
で
評
価
し
、

グ
レ
ー
の
部
分

（
悪
い
状
態
）

に
か
か
っ
て
い

る
よ
う
な
も
の

は
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

図
表
５
が
、

東
京
大
学
の
川

上
憲
人
先
生
な

ど
が
作
成
し
て

い
る
事
業
場
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
サ
ポ
ー
ト

ペ
ー
ジ
で
す
。

こ
の
中
に
は
、

先
ほ
ど
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
や
仕

事
の
ス
ト
レ
ス

判
定
図
な
ど
の

多
く
の
有
用
な

情
報
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

最
近
は
厚
生
労

働
省
の
研
究
班

で
作
成
し
た
新

職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
の
情
報
も
あ

り
ま
す
。

新
し
い
調
査
票
の
開
発
も

　

仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定
図
は
カ
ラ
セ
ッ
ク

モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

カ
ラ
セ
ッ
ク
と
い
う
人
が
、
仕
事
の
ス
ト
レ

ス
を
仕
事
の
量
的
な
負
担
と
仕
事
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
い
う
二
次
元
で
考
え
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
経
営
者
、
管
理
職
、
専
門
職
の

方
は
結
構
、
仕
事
の
量
が
多
く
て
大
変
な
の

で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
そ
れ
は
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、

裁
量
権
が
高
く
、
仕
事
を
自
分
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
、

機
械
の
ペ
ー
ス
で
働
く
よ
う
な
工
場
労
働
者

と
い
う
の
は
、
疲
れ
て
い
て
も
疲
れ
て
い
な

く
て
も
同
じ
ペ
ー
ス
で
働
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
休
憩
時
間
も
自
由
に
と
れ
な
い
。
仕

事
量
が
多
い
割
に
裁
量
権
が
低
い
こ
と
が
問

題
で
ハ
イ
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
職

場
の
上
司
や
同
僚
の
支
援
が
な
い
と
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
ま
す
。

　

職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易

調
査
票
に
新
し
い
尺
度
を

追
加
し
て
、「
新
職
業
性
ス

ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
」
を

東
京
大
学
の
川
上
先
生
の

研
究
班
で
作
成
し
ま
し
た
。

「
健
康
い
き
い
き
職
場
」

づ
く
り
モ
デ
ル
と
い
っ
た

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
仕
事
の
負
担
で

心
身
の
健
康
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
と
考
え
て
い
た
の

で
す
が
、
仕
事
の
資
源
と

と
ら
え
る
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
職
場
環
境
要
因
に
な
り
ま
す
。
資
源
は
、

作
業
レ
ベ
ル
、
部
署
レ
ベ
ル
、
事
業
所
レ
ベ

ル
で
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
尺
度
を
作
成
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
従
業
員
の
い
き
い
き
と

し
て
ワ
ー
ク
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
、
職
場

の
い
き
い
き
と
し
て
職
場
の
一
体
感
を
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
新
し
い
尺
度
を
加
え
て
新
た
な
調
査

票
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
は
、
例

え
ば
、
職
場
の
い
き
い
き
、
個
人
の
い
き
い

き
が
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
を
グ
ラ
フ
で
表
示

し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
職
場
環
境
要
因
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
は
、
作
業
レ
ベ
ル
、
部

署
レ
ベ
ル
、
事
業
所
レ
ベ
ル
で
の
資
源
や
仕

事
の
負
担
を
グ
ラ
フ
で
示
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
全
国
平
均
や
事
業
所
の
平
均
、
職
場
の

平
均
な
ど
と
の
比
較
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も

可
能
で
す
。

集
団
の
健
康
保
持
増
進
や
職
場

の
活
性
化
を

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う
の
は
事
故
な
ど

図表４
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に
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
飛
行

機
の
機
長
が
統
合
失
調
症
で
羽
田
沖
で
逆
噴

射
し
て
墜
落
し
た
と
い
っ
た
事
件
が
あ
り
ま

し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
や
睡
眠
障
害
で

危
険
な
運
転
や
操
作
と
な
り
ま
す
が
、
病
気

で
な
く
て
も
、
二
日
酔
い
、
居
眠
り
な
ど
で

も
事
故
が
起
き
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

福
知
山
線
の
脱
線
事
故
の
運
転
手
は
病
気
で

は
な
く
、
ス
ト
レ
ス
状
態
に
あ
る
と
異
常
な

運
転
操
作
を
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
こ
と
も

起
こ
り
得
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
企
業
に
と
っ
て
大
き

な
損
失
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
危
機
管
理
と

し
て
対
策
が
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は
、
下
手
を
す
る
と
企
業
の

責
任
問
題
と
な
り
ま
す
。
組
織
と
し
て
計
画

的
、
継
続
的
に
対
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

人
事
労
務
、
あ
る
い
は
産
業
保
健
、
医
学
、

そ
う
い
っ
た
多
職
種
の
連
携
が
大
切
で
す
。

従
来
、
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
は
福
祉
的
な
対
策

が
多
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
対
策
の
投
資

効
果
と
い
う
の
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
労
働
者
集
団

の
健
康
の
保
持
増
進
、
職
場
の
活
性
化
と
い

う
の
を
め
ざ
す
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
と
考
え

ま
す
。

図表５

632 MARCH 20133
【提言】
　労働調査研究のあり方を考える 守島　基博

【学界展望】
　労働調査研究の現在―2010 ～ 12 年の業績を通じて 井手　　亘

 江夏幾多郎

 平野　光俊

 堀田　聰子

【論文（投稿）】
　よりよい働き方とは―雇用の質への試験的アプローチ 西川真規子

　子持ち既婚女性にとっての個人請負就業―日米比較の視点から 周　　燕飛

　転職時賃金決定における個別交渉の効果
　　―ある人材紹介会社の求人・求職データによる分析 柿澤　寿信

 佐保田満美

 梅崎　　修

　とりあえず志向と初期キャリア形成 中嶌　　剛
　　―地方公務員への入職行動の分析

【書評】
　松浦民恵著『営業職の人材マネジメント―４類型による最適アプローチ』 三輪　卓己

　佐藤博樹著『人材活用進化論』 山川　隆一

　マイケル・ヒューバーマン著『ぎこちないカップル―国際貿易と労働基準の歴史』 吾郷　眞一

　武石恵美子編著『国際比較の視点から日本のワーク・ライフ・バランスを考える
　　―働き方改革の実現と政策課題』ミネルヴァ書房 脇坂　　明

【論文Today】
「Employer Learning の議論に見られる採用前後の能力把握と職業間の違い」 小林　　徹

【フィールド・アイ】
グローバル化に応じたドイツの人材育成 櫻田　涼子

2・ 特集 「学界展望：労働調査研究の現在」
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二
〇
一
〇
年
に
実
施
し
た
調
査
結
果
を
報

告
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
一
〇
人
以
上
の
民

間
一
万
四
〇
〇
〇
事
業
所
を
対
象
に
し
た
も

の
で
、
五
二
五
〇
件
の
サ
ン
プ
ル
を
集
め
た

も
の
で
す
（
回
収
率
三
七
・
五
％
）。

６
割
の
事
業
所
に
メ
ン
タ
ル
の

問
題
を
抱
え
た
社
員
が

　

ま
ず
、
実
態
と
し
て
ど
の
ぐ
ら
い
の
事
業

所
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
者
が
い
る
の

か
を
み
る
と
、
約
六
割
の
事
業
所
が
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
を
抱
え
た
社
員
が「
い
る
」

と
答
え
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。
こ
れ
を
企

業
規
模
別
に
み
る
と
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
規

模
で
七
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
三
年

前
と
比
べ
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
の
増

減
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
一
番
多
い
の
は
「
ほ

ぼ
同
じ
」
で
す
が
、
増
加
と
減
少
を
比
べ
る

と
増
加
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

産
業
別
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
問
題
を

抱
え
て
い
る
社
員
が
「
い
る
」
割
合
が
高
い

の
は
、
医
療
・
福
祉
と
情
報
通
信
で
し
た
。

４
分
の
１
の
事
業
所
に
休
職
・

退
職
者
が

　

次
に
、
少
し
範
囲
を
狭
め
て
「
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
で
一
カ
月
以
上
休
職
、
退
職
し

た
労
働
者
」
の
有
無
を
聞
き
ま
し
た
。
す
る

と
、
正
社
員
に
つ
い
て
は
二
三
・
五
％
、
非

正
社
員
も
含
め
る
と
二
五
・
八
％
の
事
業
所

が
「
い
た
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
産

業
別
は
情
報
通
信
が
非
常
に
多
く
、
企
業
規

模
別
で
は
概
ね
、
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

休
職
、
退
職
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の

取
り
組
み
に
よ
る
不
調
者
の
掘
り
起
こ
し
効

果
が
影
響
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

休
職
、
退
職
さ
れ

た
方
の
役
職
に
つ
い

て
は
、「
役
職
な
し
」

が
六
六
・
六
％
と
過

半
数
を
占
め
、
次
い

で
係
長
ク
ラ
ス
が
一

九
・
八
％
、
課
長
職

が
八
・
一
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
以
前
実

施
し
た
大
手
一
〇
〇

社
を
対
象
と
し
た
同

様
の
調
査
で
は
、
管

理
職
一
歩
手
前
層

（
係
長
な
ど
）
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
単

に
労
働
時
間
の
長
さ

な
ど
の
目
に
見
え
る

負
荷
だ
け
で
は
な
く
、

裁
量
に
制
限
の
あ
る

管
理
職
一
歩
手
前
層
の
負
荷
が
高
ま
っ
て
い

て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
で
体
調
を
崩
さ
れ
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
た

だ
、
今
回
の
調
査
で
は
、
そ
う
い
っ
た
結
果

に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

不
調
の
背
景
に
潜
む
さ
ま
ざ
ま

な
原
因

　

で
は
、
こ
う
い
っ
た
不
調
者
が
ど
う
い
っ

た
原
因
で
あ
ら
わ
れ
る
の
か
。
図
表
２
に
あ

る
よ
う
に
、「
本
人
の
性
格
の
問
題
」が
六
七
・

七
％
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

注
意
が
必
要
だ
と
思
う
の
は
、
こ
の
調
査
は

調査報告

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
実
態
︱
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
主
任
調
査
員　

郡
司
　
正
人

本人の性格の問題

職場の人間関係

仕事量・負荷の増加

仕事の責任の増大

家庭の問題

上司・部下のコミュニケーション不足

成果がより求められることによる競争過多

長時間労働

上司が部下を育成する余裕がない

年休取得の難しさ

専門家等に相談しづらい雰囲気

無回答
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29.1

12.6
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メンタルヘルス不調者が現れる原因（複数回答、％)

56.7

52.3

49.7

52.1

56.4

52.7

72.6

41.7

46.7

47.1

45.1

42.1

45.9

26.6

1.6

1.1

3.3

2.8

1.5

1.4

0.9

【全体】

30人未満

30～49人

50～99人

100～299人

300～999人

1,000人以上

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

メンタルヘルス不調者がいる メンタルヘルス不調者はいない 無回答
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0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

３年前と比べたメンタルヘルス不調者の増減（正社員）

6.0 25.7 47.1 6.5 11.9 2.7

メンタルヘルスに問題を抱えている社員（正社員、企業規模別）

図表２　メンタルヘルス不調者が現れる原因
・「本人の性格の問題」が67.7%でトップ
　　「職場の人間関係」　58.4%　　　「仕事量・負荷の増加」　38.2%　　　　　
　　「仕事の責任の増大」　31.7%　　「家庭の問題」　29.1%　　　
　　「上司・部下のコミュニケーション不足」 29.1%

図表１　どのくらいの事業所にメンタルヘルス不調者がいるのか
・約6割の事業所がメンタルヘルスに問題を抱えている社員が「いる」と回答
・3年前と比べて、問題を抱えている社員は増加傾向
・1000人以上規模では問題を抱えた社員のいる事業所が７割超
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あ
く
ま
で
も
事
業
所
の
人
事
担
当
者
も
し
く

は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
わ
る
健
康
管
理
の

担
当
者
に
聞
い
て
い
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
方
々
が
把
握
し
て
い
る
限
り
、

こ
う
い
っ
た
こ
と
も
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が
複
雑
で
難
し
い
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
原
因
が
職
場
の
問

題
に
起
因
す
る
も
の
だ
け
と
は
限
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
人
の
性
格
の
問
題
が
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
評
価
す
る
か
も
非

常
に
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
本
人

の
性
格
の
問
題
な
の
だ
か
ら
、
あ
ま
り
企
業

が
取
り
組
ま
な
く
て
も
い
い
だ
ろ
う
」
と

思
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、「
き
ち
ん
と

取
り
組
ん
で
は
い
る
け
れ
ど
、
本
人
の
性
格

の
問
題
が
一
番
じ
ゃ
な
い
か
」
と
考
え
て
い

る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
で
き
る
回
答

だ
と
思
い
ま
す
。
実
際
、「
本
人
の
性
格
の
問

題
」
と
回
答
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
ク
ロ
ス
を

か
け
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
か
否
か
を
み
る
と
、「
取
り
組
ん

で
い
る
」
方
が
若
干
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、
ほ
か
の
原
因
で
は
、「
職
場
の
人
間

関
係
」
と
か
「
仕
事
量
・
負
荷
の
増
加
」、「
責

任
の
増
大
」、「
家
庭
の
問
題
」、「
上
司
・
部
下

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
」
な
ど
が
上

位
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

復
職
と
退
職
が
拮
抗

　

調
査
で
は
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
で
休
職

し
た
方
た
ち
が
、
そ
の

後
、
ど
う
い
う
状
況
に

な
っ
て
い
る
の
か
も
聞

い
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
図
表
３
の
と
お
り
で

す
が
、「
復
職
し
た
」
の

か
「
結
果
的
に
退
職
」

し
た
の
か
で
み
る
と
、

前
者
は
三
七
・
二
％
、

後
者
は
三
四
・
一
％
と

ほ
ぼ
拮
抗
し
た
形
で
す
。

　

職
場
復
帰
す
る
際
の

問
題
点
は
、「
ど
の
程
度

仕
事
が
で
き
る
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
」が
五
九
・

九
％
で
圧
倒
的
に
多
く
、

次
い
で
、「
本
人
の
状
態

に
つ
い
て
正
確
な
医
学

的
情
報
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
」が
三
三
・
七
％
、

「
本
人
に
合
う
適
当
な
業
務
が
な
か
っ
た
」

が
二
一
・
一
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
有
無
も
ほ
ぼ
半
々
に

　

続
い
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
取
り

組
み
を
み
て
い
き
ま
す
。「
取
り
組
ん
で
い

る
」事
業
所
が
五
〇
・
四
％
な
の
に
対
し
、「
取

り
組
ん
で
い
な
い
」
事
業
所
も
四
五
・
六
％

あ
り
、
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
ま
す
。
企
業
規
模

が
大
き
い
ほ
ど
取
り
組
ん
で
い
る
割
合
が
高

く
、一
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
で
は
七
五
・
四
％

が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
状
況
を
産
業
別
に
み
る
と
、「
電

気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業
」
の
八
八
・

八
％
や
「
金
融
業
・
保
険
業
」
の
七
五
・
三
％

が
高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
者
が
多
い
と
回
答
し
て
い
た

「
情
報
通
信
業
」
も
七
五
・
〇
％
あ
り
ま
し

た
。一
方
、取
り
組
ん
で
い
な
い
産
業
は
、「
鉱

業
、
採
石
業
、
砂
利
採
取
業
」
の
九
八
・
〇
％
、

「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業
」
の
七

〇
・
四
％
、「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」

の
六
三
・
五
％
が
め
だ
ち
ま
す
。
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
や
宿
泊
飲
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
規
模

の
小
さ
い
企
業
が
多
い
こ
と
も
影
響
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

休
・
退
職
者
が
い
て
も
３
割
超

が
取
り
組
ま
ず

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
に
関
し
て

は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
が
い
な
け
れ

ば
取
り
組
ま
な
く
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
っ
た
考
え
方
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
考
え
で
、
取
り
組
ん
で
い
な
い

と
い
う
企
業
に
は
、
実
態
上
も
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
で
休
職
す
る
方
や
退
職
さ
れ
る

方
が
い
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、

や
は
り
休
職
者
や
退
職
者
が
い
る
事
業
所
で

は
取
り
組
ん
で
い
る
割
合
が
高
い
結
果
に

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
休
職

者
、
退
職
者
が
い
る
事
業
所
で
も
三
割
を
超

え
る
事
業
所
が
取
り
組
ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
ど
う
見
る
か
は
議
論
の
分
か
れ
る
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

今
後
、
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
の

一
つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

「
必
要
性
を
感
じ
な
い
」
企
業

へ
の
対
応
が

　

他
方
で
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
な
い
事
業
所
に
、
そ
の
理
由
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
必
要
性
を
感
じ
な
い
」
が
四

二
・
二
％
で
半
数
に
迫
る
割
合
で
し
た
。
次

に
多
か
っ
た
の
は
、「
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
い
な

い
」
の
三
五
・
五
％
、「
取
り
組
み
方
が
わ
か

ら
な
い
」
の
三
一
・
〇
％
、「
労
働
者
の
関
心

が
な
い
」
の
一
四
・
一
％
で
し
た
。
企
業
規

模
で
は
、
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
「
必
要
性
を

感
じ
な
い
」
や
「
経
費
が
か
か
る
」
の
割
合

が
若
干
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
も
若
干
触
れ
ま
し
た
が
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
が
い
な
い
か
ら
必
要
性
を

感
じ
な
い
と
考
え
る
企
業
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
調
査
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
が

原
因
で
休
職
・
退
職
し
た
人
が
い
る
と
答
え

た
事
業
所
の
二
割
以
上
が
「
必
要
性
を
感
じ

な
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
そ
う

い
っ
た
取
り
組
み
を
し
な
く
て
も
自
然
に
辞

め
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
が
あ
っ
て
「
必
要

性
を
感
じ
な
い
」
と
答
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
は
、
今

その他 無回答

休職せずに通院治療等をしながら働き続けている 長期の休職または休職、復職を繰り返している

休職を経て退職した 休職せずに退職した

休職を経て復職している 休職を経て復職後、退職した

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

ここ３年間で、メンタルヘルス不調者のその後の状況としてもっとも多いパターン（企業規模別、％)

【全体】

30人未満

30～40人

50～99人

100～299人

300～999人

1,000人以上

37.2

37.4

32.3

27.8

36.6

39.3

43.3

9.5

19.2

13.8

8.5

10.1

10.5

4.8

14.8

8.5

12.4

24.6

16.2

12.5

10.0

9.8

11.5

17.9

11.9

7.9

2.1

14.1

6.7

12.97.6

9.5

14.3

13.6

19.0

8.2

4.7

12.7

6.5

7.0

9.1

11.0

3.3

1.7

0.0

4.0

1.4

4.8

6.0

3.1

10.2

8.1

1.2

2.7

2.2

3.7

図表３　メンタルヘルス不調者の休職・復職
・メンタルへルス不調者のその後　「休職を経て復職」が37.2%とトップ
　「休職を経て退職」　14.8%
　「休職せずに通院治療等をしながら働き続けている」　14.1%
　「休職せず退職」9.8%　　　　「休職を経て復職後、退職」　9.5%
　「長期の休職または休職・復職を繰り返している」　8.2%

・「復職」37.2% 　⇔拮抗⇔　「結果的に退職」34.1% 
・300人以上「復職」割合が高い　　　1000人以上「結果的に退職」割合低い
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後
、
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え
で
一
つ

の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
く
る
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

取
り
組
み
に
一
定
の
効
果
が

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
話
を
聞
き
ま
す
。
そ

の
際
、
担
当
者
か
ら
よ
く
出
て
く
る
話
題
で
、

「
リ
ス
ク
回
避
と
い
う
意
味
で
は
確
か
に
き

ち
ん
と
対
策
を
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、

当
然
、
法
的
な
枠
組
み
な
ど
も
あ
る
な
か
、

企
業
が
こ
の
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。

事
実
、
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
り
研
修
を
実

施
す
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
整
備
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
具
体
的
に
予
算
を
と
っ
て
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
対
策
を
講
じ
た
後
、
役
員
会
な

ど
で
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
し
た
分
の
成
果

を
な
か
な
か
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
今
回
の
調
査
デ
ー
タ
で
、
取
り

組
ん
で
い
る
か
い
な
い
か
の
部
分
と
、
先
ほ

ど
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
で
休
職
さ
れ
た

方
が
結
果
的
に
ど
う
な
っ
た
か
の
部
分
の
ク

ロ
ス
を
か
け
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
取
り

組
ん
で
い
る
方
が
結
果
的
に
は
復
職
し
て
い

る
割
合
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
き

ち
ん
と
復
職
さ
せ
る
こ
と
に
限
っ
て
い
え
ば
、

そ
の
取
り
組
み
に
一
定
程
度
効
果
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

の
で
す
。

　

な
お
、
そ
う
い
っ
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
相
談
窓
口
の
整
備

が
一
番
多
く
、
管
理
監
督
者
へ
の
教
育
や
、

労
働
者
へ
の
教
育
な
ど
が
上
位
で
し
た
。

上
司
に
期
待
す
る
も
明
確
な
役

割
は
定
め
ず

　

で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
担
い
手

と
し
て
は
、
ど
う
い
っ
た
人
に
期
待
し
て
い

る
の
か
。
ト
ッ
プ
は「
職
場
の
上
司
・
同
僚
」

の
三
八
・
三
％
で
、
ラ
イ
ン
ケ
ア
を
重
視
し

て
い
る
と
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
ラ
イ

ン
ケ
ア
で
期
待
さ
れ
て
い
る
上
司
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
六
〇
・
四
％
の
事
業
所
が
「
定

期
的
で
は
な
い
が
部
下
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
注
意
を
払
う
よ
う
指
示
し
て
い
る
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
逆
に
、「
定
期
的
に
面
談
し
て

積
極
的
に
部
下
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を

行
う
よ
う
指
示
し
て
い
る
」の
は
一
二
・
〇
％

に
過
ぎ
ず
、「
特
段
の
役
割
を
定
め
て
い
な

い
」
も
二
五
・
三
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
要
す
る
に
、
担
い
手
と
し
て
期
待
し
て

い
る
割
に
は
、
九
割
近
い
事
業
所
が
上
司
の

役
割
を
あ
ま
り
し
っ
か
り
と
は
決
め
て
い
な

い
形
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

過
半
数
が
ル
ー
ル
化
し
て
い
な
い

　

次
に
休
職
者
の
復
職
手
続
・
ル
ー
ル
の
状

況
で
す
。
一
番
多
か
っ
た
回
答
が
、「
人
事
担

当
者
が
そ
の
都
度
相
談
し
て
や
り
方
を
決
め

て
い
る
」
で
四
三
・
一
％
を
占
め
ま
し
た
。

二
番
目
が
「
き
ち
ん
と
手
続
、
ル
ー
ル
を
定

め
て
や
っ
て
い
る
」
の
三
二
・
九
％
、
三
番

目
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
上
司
・
担
当
者

に
任
せ
て
い
る
」
の
一
七
・
四
％
で
し
た
。

つ
ま
り
、
過
半
数
で
ル
ー
ル
化
し
て
い
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ル
ー
ル
化
し
て
い
な
い

事
業
所
が
多
い
背
景
に
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
が
個
別
対
応
の
必
要
性
の
高
い
問
題
と
い

う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す

が
、
実
態
と
し
て
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど

復
職
手
続
の
ル
ー
ル
化
は
進
ん
で
い
ま
す
し
、

休
職
者
や
退
職
者
が
い
る
事
業
所
で
は
ル
ー

ル
化
が
進
ん
で
い
る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
復
職
後
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

は
、「
特
段
の
支
援
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
」

と
こ
ろ
が
三
一
・
二
％
、「
人
事
労
務
担
当
者

や
上
司
の
み
が
定
期
的
に
面
談
・
助
言
す
る
」

と
こ
ろ
が
三
〇
・
九
％
と
、
あ
ま
り
体
制
的

に
き
ち
ん
と
整
っ
て
支
援
し
て
い
る
状
況
に

は
な
い
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。

９
割
近
く
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

へ
の
影
響
を
認
識

　

こ
れ
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
企
業
が
取

り
組
む
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
も
な
る
か
と
思

う
の
で
す
が
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
問
題
と
企

業
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
関
係
性
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。
強
弱
は
あ
り
ま
す
が
、
八
六
・

二
％
が
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
み
て
い
ま

す
（
図
表
４
）。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
は
、
現
在
は
「
重
要
課
題
」
と
す
る
事

業
所
が
五
四
・
三
％
あ
る
一
方
、「
重
要
で
は

な
い
」
も
四
三
・
〇
％
と
、
拮
抗
し
て
い
ま

す
。
傾
向
と
し
て
は
、
企
業
規
模
が
大
き
い

ほ
ど
重
要
課
題
と
考
え
る
と
こ
ろ
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
に
つ
い
て
は
、

対
策
を
「
強
化
す
べ
き
」
と
い
う
事
業
所
が

七
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
今

は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
な
か
な
か
取
り
組
め

て
い
な
い
事
業
所
も
、
今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
打
つ
こ
と
で
取
り
組
み
を
促
進
す
る

余
地
が
あ
る
こ
と
の
現
れ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
と
く
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に

取
り
組
ん
で
い
な
い
事
業
所
で
も
過
半
数
が

「
強
化
す
べ
き
」
と
回
答
し
て
い
る
点
に
着

目
す
る
と
、
何
ら
か
の
意
識
の
あ
り
方
や
取

り
組
み
方
な
ど
何
ら
か
の
サ
ン
プ
ル
を
示
す

こ
と
で
取
り
組
み
の
促
進
が
図
れ
る
余
地
が

あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

※�　

本
調
査
の
詳
細
は
、
本
誌
二
〇
一
一
年
年
七
月
号

（http://w
w
w
.jil.go.jp/kokunai/blt/back�

num
ber/2011/07/index.htm

）で
既
報
。
ま
た
、
全

文
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
調
査
シ
リ
ー
ズ
№
100
「
職
場
に
お

け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
調
査
」（http://

w
w
w
.jil.go.jp/institute/research/2012/

docum
ents/0100.pdf

）
か
ら
お
読
み
い
た
だ
け
ま
す
。

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

メンタルヘルスの問題と企業パフォーマンスへの影響についての認識

密接に関係がある

どちらとも言えない

まったく関係がない

関係がある

あまり関係がない

無回答

どちらかと言えば関係がある

関係がない

22.8 42.1 21.3 9.6

1.7
1.1

0.6

0.8

図表４　メンタルヘルスの問題と企業パフォーマンス
・「関係アリ」とする事業所が約9割（86.2%）
　 （「関係がある」42.1%＋「密接に関係がある」22.8%＋「どちらかと言えば関係がある」

21.3%）
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今
日
は
ホ
ン
ダ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、
二

○
○
七
年
度
ま
で
は
、
事
業
所
に
よ
っ
て
は

先
進
的
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

専
門
家
を
配
置
し
、
一
○
年
以
上
前
か
ら
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
き
た
事
業
所

な
ど
で
す
。
特
徴
的
な
の
は
、
各
事
業
所
に

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
と
い
う
健
康
管
理
部
門

が
あ
る
わ
け
で
す
が
、そ
こ
の
看
護
師
に「
心

の
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
」
と
し
て
の
役
割
を
与
え
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
を
取
っ
て
い
た

だ
き
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
中
心
に

な
っ
て
活
動
を
展
開
し
て
い
た
だ
い
た
点
で

す
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
進
め
て
き
た
も
の
の
、

全
国
的
な
傾
向
と
同
様
に
、
不
調
者
、
休
業

者
が
増
加
し
、
昨
今
に
な
り
ま
す
と
、
長
期

に
お
休
み
さ
れ
る
方
と
復
職
が
難
し
い
事
例

が
出
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
状
況
を
放
置

す
る
と
、
全
体
の
活
力
低
下
に
つ
な
が
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置

　

そ
こ
で
、
○
八
年
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

応
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。

外
部
の
専
門
家
も
交
え
、
各
事
業
所
を
巡
回

し
て
、
課
題
を
抽
出
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
所
を
巡
回
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
課

題
は
、
三
つ
あ
り
ま
し
た
。
第
一
は
、
事
業

所
ご
と
に
微
妙
に
異
な
る
対
応
を
し
て
お
り
、

質
が
均
一
で
な
い
こ
と
で
す
。

　

第
二
は
、
技
能
が
伝
承
さ
れ
な
い
こ
と
で

す
。
担
当
者
の
セ
ン
ス
の
良
し
悪
し
や
、
産

業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
関
心
も
あ
り
ま
す
が
、

蓄
積
さ
れ
た
技
能
が
伝
承
さ
れ
な
い
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
、
水
平
展
開
さ
れ
な
い
こ
と
で

す
。
得
意
な
人
が
い
る
と
こ
ろ
は
進
む
け
れ

ど
も
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
手

つ
か
ず
の
状
態
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

第
三
は
連
携
の
問
題
で
す
。
健
康
管
理
部

門
、
人
事
部
門
、
安
全
衛
生
部
門
同
士
の
連

携
ル
ー
ル
が
な
く
、
連
携
が
続
か
な
い
こ
と

が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
全
社
方
針

策
定

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
専
門
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に

な
り
、
○
九
年
に
全
社
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推

進
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
私
も

加
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
業
所
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進

チ
ー
ム
も
設
置
し
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
の
が
、
メ
ン
バ
ー
構
成
で
す
。
連
携
を
促

す
た
め
、
人
事
部
門
、
安
全
衛
生
部
門
、
健

康
管
理
部
門
の
三
者
が
一
体
と
な
り
チ
ー
ム

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

会
社
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
る
と
は
思
い
ま

す
が
、
弊
社
で
は
人
事
部
門
が
中
心
に
な
っ

て
展
開
し
な
い
と
進
ま
な
い
の
で
、
総
務
課

長
と
人
事
課
長
を
事
務
局
長
に
、
担
当
役
員

を
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
据
え
て
、
各
事
業
所

に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
チ
ー
ム
を
設
置
し

ま
し
た
。

全
社
方
針
の
ポ
イ
ン
ト

　

こ
う
し
た
体
制
を
立
ち
上
げ
、
全
社
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
生
産
性
向
上
と
心
の
健
康
問
題
の

早
期
解
決
へ
の
シ
フ
ト
で
す
。
何
か
問
題
が

起
き
て
か
ら
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題

が
起
こ
る
前
に
対
応
し
て
い
く
と
い
う
考
え

方
で
す
。　

　

次
に
、
全
社
方
針
の
明
示
と
各
事
業
所
の

計
画
と
評
価
の
共
有
で
す
。
技
能
伝
承
さ
れ

な
い
、
横
展
開
さ
れ
な
い
の
は
、
全
社
方
針

や
ル
ー
ル
が
明
示
さ
れ
て
な
い
か
ら
で
す
。

決
ま
っ
て
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
は

全
社
方
針
と
し
て
明
示
し
、
各
事
業
所
で
計

画
を
立
て
、
評
価
し
、
共
有
し
て
い
く
仕
組

み
を
つ
く
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
関
係
部
門
で
横
断
的
な
チ
ー
ム

を
設
け
、
何
を
や
る
の
か
を
明
確
に
す
る
た

め
判
断
基
準
や
対
応
を
全
社
で
標
準
化
し
た

運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
つ
く
り
、
円
滑
な
対

応
を
促
す
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
タ
ル
対
策
の
基
本
姿
勢

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
全
社
方
針
の
基

本
姿
勢
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

基
本
方
針
の
要
点
は
、「
全
て
の
従
業
員
が

仕
事
に
誇
り
を
感
じ
、
熱
心
に
取
り
組
み
、

仕
事
か
ら
活
力
を
得
て
活
き
活
き
と
働
け
る

状
態
の
実
現
」
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

単
に
疾
病
が
な
い
状
態
と
か
、
単
に
問
題
が

起
こ
ら
な
い
状
態
で
は
な
く
て
、
さ
ら
に
前

向
き
な
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
状
態
を
意
味
し
ま
す
。

皆
さ
ん
が
仕
事
を
誇
り
に
感
じ
、
仕
事
が
お

も
し
ろ
い
と
思
っ
て
働
け
る
、
そ
う
い
う
状

態
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
基
本
方
針
を
受
け
、
行
動
指
針

で
は
組
織
的
な
対
応
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

各
事
業
所
で
計
画
的
、
継
続
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
を
明
記
し
、
管
理
監
督
者
と
全
従
業

員
に
は
役
割
を
設
定
し
ま
し
た
。
管
理
監
督

者
は
、
自
分
自
身
の
活
力
向
上
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
加
え
て
部
下
の
活
力
向
上
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
部
下
の
サ
ポ
ー
ト
と
活
き
活

き
し
た
職
場
環
境
づ
く
り
に
力
を
注
い
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
全
従
業
員
一

人
ひ
と
り
に
は
、
自
助
努
力
を
基
本
と
し
て
、

自
身
の
健
康
を
保
ち
、
活
き
活
き
と
仕
事
に

取
り
組
む
こ
と
に
努
め
る
と
あ
り
ま
す
。
そ

事例報告

Ｈ
ｏ
ｎ
ｄ
ａ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

本
田
技
研
工
業
㈱
人
事
部
安
全
衛
生
管
理
セ
ン
タ
ー
全
社
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
チ
ー
ム　

小
林
　
由
佳
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れ
ぞ
れ
に
、
こ
う
い
う
役
割
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

メ
ン
タ
ル
施
策
の
五
本
柱

　

以
上
の
よ
う
な
基
本
姿
勢
を
も
と
に
、
弊

社
で
は
、
五
本
の
柱
と
呼
ば
れ
る
主
要
施
策

を
走
ら
せ
て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

　

左
に
い
く
ほ
ど
、
予
防
的
な
色
彩
が
濃
く
、

右
に
い
く
ほ
ど
、
再
発
予
防
、
復
職
支
援
の

意
味
合
い
が
強
く
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
左
側

の
予
防
教
育
の
徹
底
か
ら
お
話
し
ま
す
。
個

人
が
必
要
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
持
た
な
い
と
、

物
事
は
な
か
な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
。
気
づ

き
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
未
然
予
防
の
た
め
に

は
、
教
育
の
徹
底
が
必
要
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
組
織
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
職
場
環
境
改
善
活
動
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
年
一
回
、
全
従
業
員
が
自
分
の
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
す
。
個
人
向
け
の

職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票
五
七
項
目
と
、

組
織
の
状
態
を
は
か
る
組
織
活
力
調
査
票
の

五
五
項
目
の
質
問
か
ら
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

ウ
ェ
ブ
上
で
、
も
し

く
は
製
造
現
場
で
働

い
て
い
る
人
は
紙
面

で
回
答
し
て
も
ら
い
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

て
い
ま
す
。

　

簡
易
調
査
票
を
使

う
の
は
、
多
面
的
に

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
に
加
え
て
、

費
用
的
な
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。
個
人

の
セ
ル
フ
ケ
ア
に

使
っ
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
、
組
織
単
位

で
結
果
を
ま
と
め
て
、

職
場
環
境
改
善
活
動

に
役
立
て
て
い
ま
す
。

ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
に

は
健
康
管
理
部
門
か

ら
連
絡
を
入
れ
、
ご

本
人
の
意
向
も
踏
ま

え
、
面
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

相
談
対
応
体
制
の

充
実
は
、
早
期
対
応

が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

で
き
る
だ
け
早
く
に
対
応
し
て
、
見
立
て
を

お
こ
な
い
、
必
要
な
病
院
に
振
り
分
け
た
り
、

上
司
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。

こ
う
し
た
体
制
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
こ
う
と

転
換
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
は
、
職
場
復
帰
支
援
で
す
。
一
人
ひ

と
り
が
能
力
を
発
揮
で
き
る
支
援
体
制
を
整

備
す
る
た
め
、
き
ち
ん
と
し
た
ル
ー
ル
を
つ

く
り
、
上
手
に
復
職
支
援
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
弊
社
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
五
本
の
柱

の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
全
従
業
員
に

周
知

　

こ
う
し
た
メ
ン
タ
ル
施
策
は
全
従
業
員
に

周
知
・
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

○
九
年
に
通
達
の
か
た
ち
で
基
本
方
針
を

出
し
、
全
従
業
員
に
周
知
す
る
た
め
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
加
え
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
四
冊
つ
く
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に
合
わ
せ
て
対
象
者
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
う
ち
、
一
冊
は
セ
ル
フ

ケ
ア
用
で
、
全
員
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
み
ず
か
ら
の
健
康
を
保
ち
、
活
き
活

き
と
仕
事
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
の
内

容
を
二
部
構
成
で
簡
単
に
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
第
一
部
の
、
み
ず
か
ら
の
健
康
を
保
つ

た
め
の
パ
ー
ト
に
は
、
み
ず
か
ら
の
状
態
に

気
づ
い
て
、
早
期
に
対
応
し
て
、
相
談
す
る

こ
と
と
い
っ
た
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
書
い

て
あ
り
ま
す
。

　

第
二
部
は
、
自
分
自
身
の
活
力
向
上
の
も

の
で
す
。
例
え
ば
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

上
手
に
自
己
表
現
を
す
る
方
法
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
に
と
る
方
法
、
あ
る

い
は
問
題
解
決
技
法
な
ど
、
心
理
学
や
行
動

科
学
に
基
づ
い
た
知
見
を
幾
つ
か
盛
り
込
ん

で
あ
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
で
個

別
対
応
を
し
て
い
る
と
よ
く
感
じ
る
の
で
す

が
、
ふ
だ
ん
の
問
題
解
決
力
や
物
事
の
と
ら

え
方
な
ど
の
ス
キ
ル
が
高
い
と
、
同
じ
ス
ト

レ
ッ
サ
ー
を
経
験
し
て
も
反
応
が
出
る
か
出

な
い
か
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
一

旦
不
調
に
陥
っ
て
も
回
復
が
早
い
の
で
、
自

身
の
活
力
向
上
の
内
容
は
と
て
も
重
要
で
す
。

研
修
に
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ン
ケ
ア
と
復
職
支
援
の
手

引
き

　

管
理
監
督
者
へ
は
、
ラ
イ
ン
ケ
ア
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
二
部
構
成
で
、
メ
ン
バ
ー
の
サ

ポ
ー
ト
と
活
き
活
き
し
た
職
場
づ
く
り
に
役

立
て
て
も
ら
う
た
め
に
つ
く
り
ま
し
た
。
メ

ン
バ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
傾
聴
の
ポ
イ

ン
ト
、
職
場
環
境
改
善
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
、
ス
ト
レ
ス
モ
デ
ル
の
基
本
的
な
考

え
方
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

復
職
支
援
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
用
意
し
ま

し
た
。
こ
ち
ら
は
二
種
類
あ
り
ま
す
。
ひ
と

つ
は
、
本
人
家
族
用
で
す
。
お
休
み
さ
れ
て

い
る
方
は
、
お
休
み
中
に
、
い
ろ
い
ろ
な
葛

藤
に
さ
い
な
ま
れ
ま
す
。
例
え
ば
休
業
中
、

一
般
の
人
は
ど
う
い
う
状
況
に
な
る
か
を
図

表
で
お
示
し
し
て
、
ご
本
人
が
不
安
に
思
い

が
ち
な
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

休
業
中
の
取
り
扱
い
、
人
事
上
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
も
明
記
し
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
上
司
用
で
す
。
休
職
中
の

部
下
が
い
る
上
司
は
、
何
を
し
た
ら
い
い
の

か
を
ま
と
め
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ご
本
人
か

ら
「
良
く
な
っ
て
き
た
」
と
連
絡
が
入
っ
た

全ての従業員が仕事に誇りを感じ、熱心に取り組み、
仕事から活力を得て活き活きと働ける状態の実現

Honda基本理念「人間尊重」、運営方針の推進

未然予防・活き活きづくり 早期発見・早期対応 適応支援・再発予防

人を大切にす ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
問題に適切

に
一人ひとりが能力を

未然予防 活き活きづくり 早期発見 早期対応 適応支援 再発予防

ストレスに
気づける

目
標

①予防教育 ②職場環境
④相談対応体制の

充実と ⑤職場復帰支援

る
人材の育成

の充実した
職場づくり

対応できる
環境づくり

発揮できる
支援体制づくり

③ストレスチェック

仕組みづく
り

主
要

の徹底 改善活動の推進 医療機関との
連携強化

体制の整備

事業所メンタルヘルス推進チーム（総務、健康管理部門、安全衛生、所属代表）
推

の実施施
策

推
進

【推進管理】 事業所方針表明、事業所対策計画策定、対策推進、効果評価

支援

進
者

全社メンタルヘルス推進チーム
全社方針表明、全社対策計画策定、技術提供と助言、取組み状況確認、効果評価

図表１　「オールHonda心の健康づくり」主要施策（５本柱)
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ら
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、
専
門
職
と
ど
の

よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
な
ど
を
ま
と
め

て
あ
り
ま
す
。

予
防
に
シ
フ
ト
す
る
理
由

　

そ
も
そ
も
な
ぜ
予
防
活
動
に
シ
フ
ト
し
て

い
る
か
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
応
で
す
ぐ
に
思
い
浮

か
べ
る
の
は
、
不
調
に
な
っ
た
方
に
ど
う
対

応
す
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
な
か
な
か
数
が
減
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
か

と
い
い
ま
す
と
、
既
に
不
調
に
な
り
か
け
た

方
に
い
く
ら
対
応
を
し
て
も
、
そ
れ
以
外
か

ら
次
に
不
調
に
な
る
方
が
出
て
く
る
か
ら
で

す
。
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
か
と
い
う
と
、
数

で
言
う
と
、
圧
倒
的
に
グ
ラ
フ
の
山
の
高
い

と
こ
ろ
か
ら
出
て
き
ま
す
（
図
表
２
）。
不

調
に
な
る
リ
ス
ク
は
低
い
の
で
す
が
、
数
が

こ
れ
だ
け
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
か
ら
不
調

に
な
る
方
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
。
そ
の

た
め
、
全
体
と
し
て
は
、
不
調
者
が
な
か
な

か
減
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
不
調
の
リ
ス
ク
の
高
い
方
へ
の

対
応
を
メ
イ
ン
と
す
る
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ

ロ
ー
チ
か
ら
、
不
調
に
な
り
に
く
い
職
場
環

境
づ
く
り
と
い
う
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
職
場
を
健

康
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
全
体
の
不
調
者
を

減
ら
し
て
い
く
考
え
方
で
す
。
こ
れ
が
メ
ン

タ
ル
施
策
の
め
ざ
す
方
向
性
の
ひ
と
つ
で
す
。

働
き
や
す
さ
と
働
き
が
い
の
両
立

　

も
う
ひ
と
つ
の
考
え
方
は
、
働
き
や
す
さ

と
働
き
が
い
の
両
立
で
す
（
図
表
３
）。

　

働
き
や
す
さ
を
横
軸
で
み
る
と
、
働
き
に

く
い
状
態
が
右
、
働
き
や
す
い
状
態
が
左
に

な
り
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
で
い
う

と
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く
る
と
い

う
話
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
働
き
や
す
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
ス
ト
レ
ス
の
高
い

職
場
は
、
表
の
右
に
な
り
ま
す
。
仕
事
の
量

が
多
過
ぎ
て
、
時
間
に
追
わ
れ
、
な
か
な
か

休
暇
が
取
れ
な
い
。
時
間
中
は
仕
事
の
こ
と

ば
か
り
考
え
て
な
い
と
い
け
な
く
て
、
自
由

が
き
か
な
い
状
態
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
逆
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、
仕
事
は
あ
ま
り
忙
し
く
な
く
、
仕
事

中
に
別
の
こ
と
を
考
え
て
い
て
も
問
題
が
な

い
。
仕
事
は
や
り
や
す
い
け
れ
ど
も
、
暇
な

状
態
は
い
い
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

や
は
り
働
く
か
ら
に
は
、
働
き
が
い
を
感

じ
た
い
し
、
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
、
活
き
活

き
働
け
る
状
態
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
、
縦
軸
に
活
力
を
加

え
て
み
ま
し
た
。
め
ざ
す
の
は
、
左
上
で
示

さ
れ
る
、
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
高

い
状
態
で
す
。
こ
れ
は
、
仕
事
に
誇
り
を
感

じ
て
、
熱
心
に
取
り
組
み
、
仕
事
か
ら
活
力

を
得
て
、
活
き
活
き
と
働
け
る
状
態
を
意
味

し
ま
す
。
弊
社
は
、
こ
の
状
態
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
社
内
向
け
に
話
を
す

る
と
き
は
、左
上
は『
活
き
活
き
し
た
状
態
』

と
表
現
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
カ
ホ
リ
ズ
ム
と
の
違
い

　

一
方
、
ワ
ー
カ
ホ
リ
ッ
ク
な
状
態
と
ワ
ー

ク
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
状
態
で
は
、
何
が

違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
な
ぜ
働
く
の
か
と
い
う
問
い
へ
の

答
え
が
違
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
自
分
が

現時点での不調のリスク 高低

ハイリスクアプロ チからポピュレ チへー ーションアプロー
（不調者への対応メインから、不調になりにくい職場環境づくりへ）

人
数

図表２　施策の目指す方向性①　予防にシフト

仕事に誇りを感じ、熱心に取り組み、仕事から活力を得て活き活きと働ける状態（ワークエンゲイジメント）

活力（高）
活動水準（＋）

ﾜｰｸ カ

不調のﾘｽｸ（低）
快（朗働）

不調のﾘｽｸ（高）
不快（牢働）

ﾜ ｸ
ｴﾝｹﾞｲｼﾞﾒﾝﾄ

快（朗働）

現時点での不調のﾘｽｸ

人
数

高低

現時点での不調のﾘｽｸ

人
数

高低低

リラックス

活力（低）
活動水準（－）

活力の軸を重視活力の軸を重視

ワワ カ
ホリズム

ー

バーンバーン
アウト

図表３　施策の目指す方向性②　働きやすさと働きがい（活力）の両立
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仕
事
を
し
な
け
れ
ば
職
場
が
回
ら
な
い
と
か
、

周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
と
か
、
何
と
な
く
働

い
て
い
な
い
と
不
安
だ
と
か
、
そ
う
い
う
状

態
で
あ
れ
ば
、
右
側
の
ワ
ー
カ
ホ
リ
ズ
ム
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
で
は
な
く
て
、
自
分
が
成
長
で
き
る
、

働
い
て
い
る
と
楽
し
い
、
人
に
求
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
い
う
状
態
で
働
い
て
い
る
の
が

左
上
の
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
た

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
原
谷
先
生
の
紹
介
さ
れ

た
、
Ｎ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
の
ス
ト
レ
ス
モ
デ
ル
と
あ

わ
せ
る
と
理
解
が
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

左
上
の
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
イ
ジ
メ
ン
ト
の
状

態
に
な
る
と
、
や
り
が
い
が
高
ま
り
、
個
人

の
資
源
も
向
上
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
不
調
に

陥
り
に
く
く
な
り
、
緩
衝
要
因
と
し
て
周
囲

か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
得
や
す
く
な
り
ま
す
。

短
期
目
標　

中
長
期
目
標

　

各
事
業
所
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
チ
ー

ム
を
設
定
し
た
○
九
年
度
の
下
期
は
、
ま
ず

チ
ー
ム
を
結
成
し
、
役
割
を
明
確
化
し
て
、

事
業
所
に
お
け
る
計
画
を
策
定
し
て
、
や
る

べ
き
こ
と
を
文
章
化
し
ま

し
た
。

　

翌
一
○
年
度
か
ら
一
一

年
度
で
は
、
五
本
の
柱
の

活
動
項
目
を
推
進
し
ま
し

た
。
こ
の
段
階
で
は
、
質

と
か
効
果
は
ま
だ
問
わ
ず
、

実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と

し
ま
し
た
。

　

最
後
の
一
二
年
度
か
ら

一
三
年
度
で
は
、
ア
ウ
ト

カ
ム
評
価
が
中
心
と
な
り
、

質
を
問
い
ま
す
。
意
味
の

あ
る
活
動
を
し
て
い
る
の

か
を
考
え
な
が
ら
、
結
果

を
求
め
て
い
く
時
期
に

入
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、評
価
と
計
画
・

周
知
を
重
要
視
し
て
い
ま

す
。
現
状
把
握
と
し
て
、

健
康
管
理
部
門
、
総
務
部

門
、
安
全
部
門
で
ど
ん
な

デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い
る

の
か
を
整
合
し
た
上
で
、

こ
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
課

題
分
析
し
、
次
年
度
の
計

画
立
案
と
文
書
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
復
職
支
援
の
流
れ

　

職
場
復
帰
の
た
め
の
復
職
支
援
の
流
れ
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
重
要
視
し
て
い
る
の

は
お
休
み
中
の
ケ
ア
で
す
。
ご
本
人
と
会
え

る
状
態
で
あ
れ
ば
、
月
に
一
回
程
度
、
産
業

医
、
保
健
師
、
上
司
な
ど
と
定
期
的
に
会
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
観
点
か
ら
い
う
と
、
で
き
る
だ
け
会
わ

な
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
復
職
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ご
本
人

が
ど
う
い
っ
た
状
態
で
復
帰
し
、
ど
う
い
っ

た
支
援
が
必
要
か
を
考
え
る
と
、
復
帰
時
だ

け
の
面
談
で
は
不
十
分
だ
と
思
い
ま
す
。
ご

本
人
と
会
社
と
の
つ
な
が
り
を
な
く
さ
な
い

た
め
に
も
、
本
人
の
状
態
に
十
分
配
慮
し
つ

つ
、
可
能
な
方
に
は
休
業
中
も
定
期
的
に
会

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

あ
と
、
復
帰
後
の
プ
ラ
ン
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
復
帰
し
た
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
、

上
司
が
つ
く
れ
て
い
な
い
場
合
は
再
発
し
や

す
い
と
思
い
ま
す
。
復
帰
す
る
と
き
に
は
、

ご
本
人
は
ど
ん
な
問
題
で
不
調
に
な
り
、
ど

ん
な
ケ
ア
を
し
て
い
く
の
が
い
い
か
、
ど
ん

な
順
序
で
、
ど
ん
な
ペ
ー
ス
で
仕
事
量
を
増

や
し
て
い
く
か
を
、
事
前
に
考
え
て
お
き
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
業
務
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
弊
社
の
復
職
支
援
で
は
、
休
業
期

間
の
定
め
が
な
く
、
休
業
中
も
ほ
ぼ
お
給
料

が
出
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
問
題
が
メ
イ
ン
に
な
り
、
期
限
が
な

い
こ
と
が
本
人
に
と
っ
て
も
、
あ
ま
り
良
く

な
い
ほ
う
に
働
い
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

周
り
の
納
得
感
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

昨
年
六
月
に
制
度
の
一
部
を
見
直
し
ま
し
た
。

復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
相
談

体
制

　

復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
相
談
体
制
に
お

い
て
、
全
事
業
所
で
必
ず
実
行
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
基
本
項
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

復
職
支
援
で
は
、
各
事
業
所
の
人
事
担
当

者
や
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
力
を
あ
わ
せ
て

対
応
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ま
ず
休
業
開

始
時
に
連
絡
窓
口
を
設
置
し
、
休
業
中
に
は

月
に
一
回
程
度
連
絡
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

上
司
と
連
携
し
て
業
務
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

復
職
後
の
環
境
も
調
整
す
る
こ
と
な
ど
を
、

規
定
し
て
い
ま
す
（
図
表
４
）。

　

相
談
対
応
体
制
に
つ
い
て
は
、
相
談
窓
口

の
従
業
員
へ
の
周
知
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

方
針
の
明
示
、
心
の
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
役
割

と
業
務
分
担
の
調
整
、
外
部
の
医
療
機
関
と

の
連
携
、
管
理
監
督
者
や
一
般
従
業
員
の
相

第1ステップ 第2ステップ 第3ステップ 第5ステップ第4ステップ

復帰後のフ

休
産業医面談

休業開始時・
休業中のケア

主治医によ
る復職可の

診断

復帰後のフォ
ローアップ

業
開

職
場
復
帰

職
場
復
帰

人事面談

本人の復
職意思の

始 帰帰
の
決

・復職前支援の実施 ・職場環境調整

確認
復職判定会

（場合により）
決
定

・業務プラン作成

・職場環境調整

・必要時主治医と
の連絡試し出社

・医療機関との情報共有

厚労省「心の健康問題により休業した労働者の職場復帰支援のための手引き」をもとに作成

スムーズな適応支援のために重視するポイント
主治医への会社の復職支援体制の説明、休業中からの情報共有、復職前支援、
復帰後のフォローアップ、関係者間の連携を重視

・連絡窓口の設定

・定期的な連絡

・医療機関への連絡

図表４　Honda職場復帰支援プログラム（概要)
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談
利
用
方
法
の
教
育
な
ど
の
基
本
項
目
を
整

備
し
て
い
ま
す
。

活
き
活
き
職
場
づ
く
り
活
動
と

教
育
研
修

　

活
き
活
き
職
場
づ
く
り
活
動
サ
イ
ク
ル
は
、

職
場
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
作
業
効
率
を
低
下

さ
せ
る
要
因
を
把
握
し
、
早
期
に
改
善
す
る

こ
と
で
、
風
通
し
の
よ
い
、
活
力
あ
る
、
生

産
性
の
高
い
組
織
を
つ
く
る
た
め
の
取
り
組

み
で
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
進
め
ら
れ

ま
す
。
ま
ず
、
活
き
活
き
職
場
づ
く
り
プ
ラ

ン
を
作
成
し
ま
す
。
上
層
部
の
人
だ
け
で
考

え
る
と
、
的
外
れ
に
な
っ
た
り
、
み
ん
な
の

同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
所
属
員
参
加
型
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
プ
ラ
ン
を
実
行
し
、
対
策
実
施

状
況
を
確
認
し
、
見
直
し
と
改
善
を
進
め
、

職
場
環
境
を
評
価
し
ま
す
。
組
織
診
断
の
結

果
は
所
属
長
や
部
室
長
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
、
職
場
環
境
改
善
方
法
の
教
育
研
修
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

　

教
育
研
修
で
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア
と
ラ
イ
ン

ケ
ア
そ
れ
ぞ
れ
に
、
活
き
活
き
働
く
た
め
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
問
題
へ
の
対
処
法
の
理
解

の
た
め
の
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
セ

ル
フ
ケ
ア
で
は
、
入
社
時
、
そ
れ
か
ら
配
属

さ
れ
て
一
年
が
経
過
し
た
時
点
で
必
ず
教
育

を
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ン
ケ
ア
で
は
、
管
理

職
に
昇
進
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
必
ず
研
修
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
の
状
況
や
、
対

象
者
に
よ
り
内
容
を
変
え
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
展
望

　

最
後
に
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
こ
こ
ま
で
で
、
基
本
姿
勢
と
方
針
、

体
制
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
情
報
共
有
の
仕
組
み
は

大
体
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
継
続
す
る
仕
組

み
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
効
性

の
あ
る
予
防
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
組
み
を
整
備
し
て
も
、
時
間
が

経
つ
と
、
こ
れ
は
健
康
管
理
部
門
の
仕
事
、

あ
る
い
は
、
人
事
部
門
の
仕
事
と
、
役
割
分

担
が
な
さ
れ
て
き
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

「
み
ん
な
で
や
る
」
こ
と
を
徹
底
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
や
る
か
ら
に
は
意
味
の

あ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
組
織
風
土
に
定
着
さ

せ
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
人
間
尊
重
と
い

う
ホ
ン
ダ
の
基
本
理
念
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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